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年
診
療
報
酬
改
定

16

中
医
協
が
答
申

歯
科
界
の
声
が
反
映
さ
れ
た
内
容
も
あ
る
が
、　

基
礎
的
技
術
料
の
引
き
上
げ
、総
枠
拡
大
で
し
か
、

歯
科
医
療
の
抜
本
的
改
善
は
で
き
な
い

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
　
歯
科
代
表
　
宇
佐
美
宏

答
申
特
集

答
申
特
集
号号

点
数
表
は
保
団
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

点
数
表
は
保
団
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（（hhttttppss::////hhooddaannrreenn..ddoocc--nneett..oorr..jjpp

）に
掲
載

）に
掲
載

　
以
上
の
よ
う
に
今
次
改
定

は
、
歯
科
医
療
担
当
者
と
患

者
・
国
民
の
粘
り
強
い
運
動

が
反
映
し
評
価
で
き
る
面
も

あ
る
が
、
限
ら
れ
た
財
源
の

な
か
で
は
、
歯
科
医
療
の
危

機
を
抜
本
的
に
改
善
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
状
況
で
あ

る
。
こ
の
最
大
の
要
因
は
、

長
年
に
わ
た
る
低
歯
科
医
療

費
政
策
に
あ
り
、
さ
ら
に
窓

口
負
担
増
に
よ
る
患
者
の
歯

科
受
診
抑
制
・
治
療
中
断
が

歯
科
医
療
危
機
を
一
層
深
刻

化
さ
せ
た
結
果
で
あ
る
。

　
歯
科
医
療
危
機
を
食
い
止

め
、
歯
科
医
療
の
質
の
確
保

と
安
全
を
保
障
で
き
る
よ

う
、
歯
科
医
療
費
総
枠
拡
大

と
基
礎
的
技
術
料
の
抜
本
的

引
き
上
げ
が
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
。

　
さ
ら
な
る
社
会
保
障
費
削

減
政
策
が
強
め
ら
れ
よ
う
と

す
る
な
か
、
私
た
ち
は
、
保

団
連
に
結
集
す
る
歯
科
医
師

が
医
科
会
員
と
と
も
に
、
こ

れ
ま
で
の
運
動
の
教
訓
に
学

び
な
が
ら
患
者
・
国
民
と
手

を
携
え
、
歯
科
医
療
の
抜
本

的
改
善
に
む
け
、「
保
険
で
良

い
歯
科
医
療
の
実
現
」
の
た

め
の
運
動
を
こ
れ
ま
で
以
上

に
強
く
進
め
て
い
く
決
意
で

あ
る
。

　
今
回
の
改
定
で
は
、
保
団

連
、
保
険
医
協
会
・
医
会
が

要
求
し
て
き
た
項
目
が
反
映

し
、
歯
科
診
療
現
場
の
実
態

に
即
し
た
評
価
も
み
ら
れ

た
。
①
処
置
、
補
綴
関
連
項

目
な
ど
の
点
数
の
引
き
上
げ

や
②
歯
周
病
安
定
期
治
療
　（Ⅰ）

な
ど
の
対
象
要
件
の
緩
和
、

③
補
綴
時
診
断
料
の
取
り
扱

い
の
変
更
な
ど
が
行
わ
れ

た
。
ま
た
、
歯
科
疾
患
管
理

料
の
管
理
計
画
書
の
扱
い
で

文
書
提
供
が
算
定
要
件
か
ら

削
除
さ
れ
、
文
書
提
供
し
た

場
合
は
別
途
評
価
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　
今
回
、
新
規
医
療
技
術
の

保
険
導
入
で
は
、
レ
ジ
ン
前

装
金
属
冠
の
ブ
リ
ッ
ジ
支
台

の
第
一
小
臼
歯
へ
の
保
険
導

入
は
評
価
し
た
い
。

　
臼
今
回
の
改
定
で
周
術
期

口
腔
機
能
管
理
に
お
い
て

は
、
対
象
患
者
（
疾
患
）
の

拡
大
な
ど
の
要
件
緩
和
と
充

実
が
図
ら
れ
、
医
科
歯
科
連

携
の
評
価
が
重
視
さ
れ
た
こ

と
は
重
要
で
あ
る
。
歯
科
、

医
科
そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
機
関

か
ら
の
情
報
提
供
に
つ
い
て

特
段
の
評
価
を
お
こ
な
う
こ

と
な
ど
に
よ
っ
て
医
科
歯
科

連
携
を
一
層
進
め
る
べ
き
で

あ
る
。

　
渦
歯
科
訪
問
診
療
1
に
お

け
る
時
間
要
件
の
緩
和
、
同

居
す
る
同
一
世
帯
の
複
数
の

患
者
を
診
療
し
た
場
合
の
評

価
な
ど
が
実
態
に
即
し
て
見

直
さ
れ
た
が
、「
時
間
要
件
」

そ
の
も
の
は
存
続
し
た
。
時

間
要
件
を
画
一
的
に
診
療
報

酬
の
算
定
要
件
と
す
る
こ
と

は
、
患
者
の
心
身
の
状
態
に

応
じ
た
対
応
が
求
め
ら
れ
る

医
療
の
特
殊
性
、
個
別
性
に

な
じ
ま
な
い
こ
と
か
ら
、
時

間
要
件
の
完
全
撤
廃
は
今
後

の
課
題
で
あ
る
。
ま
た
、
前

回
新
設
さ
れ
た
「
在
か
診
」

の
要
件
が
緩
和
さ
れ
た
が
、

歯
科
訪
問
診
療
の
推
進
の
た

め
に
さ
ら
に
改
善
を
求
め
た

い
。
　
超
高
齢
社
会
の
な
か
で
、

歯
科
医
療
の
果
た
す
役
割
は

ま
す
ま
す
重
要
で
あ
り
、
そ

の
点
で
、
医
科
歯
科
連
携
の

推
進
、
在
宅
医
療
の
充
実
は

欠
か
せ
な
い
。
そ
の
点
で
の

さ
ら
な
る
評
価
を
求
め
た

い
。

域
包
括
ケ
ア
の
取
り
組
み
強

化
・
推
進
の
た
め
に
新
た
に

「
か
か
り
つ
け
歯
科
医
機
能

強
化
型
歯
科
診
療
所
」
を
設

け
、
そ
の
施
設
基
準
を
ク
リ

ア
し
た
「
歯
科
診
療
所
」
に

初
期
う
蝕
や
歯
周
病
基
本
治

療
終
了
後
の
病
状
安
定
期
に

於
け
る
患
者
へ
の
継
続
的
管

理
や
在
宅
患
者
へ
の
包
括
的

管
理
を
お
こ
な
っ
た
場
合
の

点
数
が
新
設
さ
れ
た
。
し
か

し
、
示
さ
れ
た
7
項
目
の
施

設
基
準
は
、
歯
科
医
師
複
数

名
、
あ
る
い
は
歯
科
衛
生
士

一
名
以
上
の
配
置
、
歯
科
訪

問
診
療
の
実
施
な
ど
ハ
ー
ド

ル
が
高
い
。
こ
の
狙
い
は
、

歯
科
医
療
機
関
の
診
療
形

態
、
地
域
差
に
よ
り
人
員
の

配
置
が
で
き
な
い
、
も
し
く

は
諸
事
情
に
よ
り
設
備
が
整

わ
な
い
歯
科
診
療
所
の
淘

汰
、
機
能
分
化
の
流
れ
を
強

く
進
め
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
。患
者
自
身
が
選
択
し
、

現
在
通
院
し
て
い
る
本
来
の

「
か
か
り
つ
け
歯
科
医
」
と

は
全
く
異
な
る
「
か
か
り
つ

け
歯
科
医
機
能
」
が
導
入
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
全
て
の
患
者
に
対
し
て
平

等
に
歯
科
医
療
を
提
供
す
る

観
点
か
ら
、
一
部
の
医
療
機

関
の
み
が
か
か
り
つ
け
歯
科

医
機
能
を
持
つ
医
療
機
関
と

し
て
評
価
さ
れ
る
の
で
は
な

く
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
だ

れ
も
が
か
か
り
つ
け
歯
科
医

機
能
を
享
受
で
き
る
よ
う
に

す
べ
き
で
あ
る
。

　
厚
生
労
働
省
が
今
回
の
改

定
の
重
点
の
一
つ
し
て
、
地

度
で
あ
る
。
多
く
の
歯
科
医

療
機
関
で
は
、
厳
し
い
経
営

状
態
の
な
か
、
人
件
費
や
福

利
厚
生
費
、
消
耗
品
費
な
ど

の
経
費
削
減
の
努
力
を
行
っ

て
き
た
。
歯
科
医
療
の
経
営

改
善
ど
こ
ろ
か
、
歯
科
医
療

現
場
の
疲
弊
し
た
状
態
を
改

善
さ
せ
る
に
は
程
遠
い
も
の

で
あ
る
。

　
ま
た
、
こ
の
間
、
喫
緊
の

課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
き

た
歯
科
技
工
問
題
に
つ
い

て
、
歯
科
技
工
加
算
が
僅
か

に
引
き
上
げ
ら
れ
た
が
、
補

綴
関
連
の
評
価
は
依
然
と
し

て
低
く
、
抜
本
的
解
決
に
は

至
っ
て
い
な
い
。

　
歯
科
医
療
を
改
善
し
、
良

質
な
歯
科
医
療
を
提
供
す
る

た
め
に
は
、
歯
科
医
療
費
の

総
枠
拡
大
、
基
礎
的
技
術
料

の
大
幅
な
引
き
上
げ
を
求
め

た
い
。

　
今
回
の
改
定
の
大
き
な
柱

と
し
て
、
厚
生
労
働
省
は
、

地
域
完
結
型
医
療
（
地
域
包

括
ケ
ア
）
に
お
け
る
歯
科
の

対
応
と
し
て
、
周
術
期
口
腔

機
能
管
理
等
の
医
科
歯
科
連

携
の
推
進
、
全
身
的
な
疾
患

を
有
す
る
患
者
等
へ
の
対

応
、
か
か
り
つ
け
歯
科
医
機

能
の
評
価
な
ど
を
位
置
付
け

た
。
し
か
し
、「
か
か
り
つ
け

歯
科
医
機
能
強
化
型
歯
科
診

療
所
」
や
「
在
宅
医
療
を
専

門
に
行
う
医
療
機
関
」
な
ど

の
新
設
に
み
ら
れ
る
よ
う

に
、
在
宅
歯
科
医
療
に
取
り

組
ん
で
い
る
医
療
機
関
が
全

体
の
2
割
に
も
満
た
な
い
中

で
、
施
設
基
準
の
強
化
と
医

療
機
関
の
機
能
分
化
の
流
れ

や
包
括
的
管
理
が
強
ま
る
こ

と
が
危
惧
さ
れ
る
。

　
改
定
内
容
の
詳
細
な
分
析

と
評
価
は
、
今
後
出
さ
れ
る

告
示
や
通
知
を
踏
ま
え
て
あ

ら
た
め
て
行
う
が
、
現
時
点

で
の
主
な
特
徴
、
問
題
点
を

指
摘
す
る
。

　
今
次
改
定
は
、
本
体
プ
ラ

ス
0
・
　
％
の
改
定
率
と
さ

49

れ
た
一
方
、
薬
価
等
を
1
・

　
％
（
薬
価
▲
1
・
　
％
、

33

22

材
料
価
格
▲
0
・
　
％
）
引

11

き
下
げ
、
さ
ら
に
外
枠
と
さ

れ
た
医
薬
品
の
市
場
拡
大
再

算
定
0
・
　
％
引
き
下
げ
と
、

19

同
特
例
市
場
拡
大
再
算
定

0
・
　
％
引
き
下
げ
を
含
め

28

る
と
、
全
体
で
は
1
・
　
％
31

の
マ
イ
ナ
ス
改
定
で
あ
る
。

　
今
回
の
改
定
の
大
き
な
特

徴
は
、
医
療
費
抑
制
を
最
大

の
目
的
と
す
る
2
0
1
2
年

度
以
降
の
社
会
保
障
・
税
一

体
改
革
路
線
に
基
づ
き
、「
骨

太
の
方
針
2
0
1
5
」
が
掲

診
療
現
場
の
実
態
に
即
し
た
改
善

医
科
歯
科
連
携
推
進
の
評
価
、

在
宅
医
療
の
充
実

「
か
か
り
つ
け
歯
科
医
機
能
」
評
価

の
導
入

　
中
医
協
は
2
月
　
日
、
総
会
を
開
き
「
平
成
　
年
度
診
療
報
酬
改
定
」
に
つ
い
て
答
申
を
行
っ
た
。
全
国
保
険
医
団

10

28

体
連
合
会
の
宇
佐
美
宏
歯
科
代
表
は
同
日
、
談
話
を
発
表
し
た
。
全
文
を
掲
載
す
る
。

げ
る
社
会
保
障
費
削
減
目
標

を
達
成
す
る
た
め
の
財
源
と

し
て
、
2
0
1
6
年
度
診
療

報
酬
が
狙
い
打
ち
に
さ
れ
た

改
定
と
言
え
る
。

　
■
□

　
歯
科
で
は
、
本
体
改
定
率

0
・
　
%
の
プ
ラ
ス
改
定
と

61

さ
れ
た
。
限
ら
れ
た
財
源
の

中
で
も
、「
答
申
」
で
は
、
歯

科
医
療
の
診
療
現
場
の
実
態

に
即
し
た
具
体
的
項
目
が
引

き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
は
重
要

で
あ
り
、
運
動
が
着
実
に
反

映
さ
れ
た
も
の
と
し
て
評
価

し
た
い
。
し
か
し
、
今
回
の

改
定
率
で
は
、
1
歯
科
医
療

機
関
に
す
れ
ば
月
2
万
円
程

2月10日の中医協総会で竹内譲厚生労働副大臣（右）に
答申書を手渡す田辺国昭中医協会長（左）

歯歯
 科科
 

4
月
1
日
実
施

（毎月 5日、15 日、25 日発行） （ ）昭和27年10月30日
第三種郵便物認可
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平
成

年
２

月
日

 厚
生

労
働

大
臣

 

塩
崎

恭
久

殿
 

 

中
央

社
会

保
険

医
療

協
議

会
 

会
長

田
辺

国
昭

 

   

答
申

書
 

（
平

成
28

年
度

診
療

報
酬

改
定

に
つ

い
て

）
 

 

平
成

年
１

月
日

付
け

厚
生

労
働

省
発

保
第

１
号

を
も

っ
て

諮
問

の
あ

っ
た

件
に

つ
い

て
、

別
紙

１
か

ら
別

紙
８

ま
で

の
改

正
案

を
答

申
す

る
。

な
お

、
答

申
に

当
た

っ
て

の
本

協
議

会
の

意
見

は
、

別
添

の
と

お
り

で
あ

る
。

中
医

協
総

－
２

２
８

．
２

．
１

０

 

（
別
添

）
 

 

答
申
書
附
帯
意
見

１
．

急
性
期
、

回
復

期
、

慢
性
期

等
の

入
院
医

療
の

機
能
分

化
・

連
携
の

推
進

等
に
つ

い
て
、

次
に

掲
げ

る
事
項
等
の
影
響
を
調
査
・
検
証
し
、
引
き
続
き
検
討
す
る
こ
と
。

・
一
般
病
棟
入
院
基
本
料
・
特

定
集

中
治

療
室

管
理

料
に

お
け
る
「
重
症
度

、
医

療
・
看
護

必
要

度
」

等
の

施
設

基
準
の

見
直

し
の

影
響

（
一

般
病

棟
入

院
基

本
料

の
施

設
基

準
の

見
直

し
が

平
均

在
院

日

数
に
与
え
る
影
響
を
含
む

）

・
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟

入
院
料

の
包

括
範

囲
の

見
直

し
の

影
響

・
療
養

病
棟

入
院

基
本

料
等

の
慢

性
期

入
院

医
療

に
お

け
る

評
価
の

見
直
し
の
影

響

・
夜
間
の
看
護
要
員
配
置
に
お
け
る
要
件
等
の
見
直
し
の
影
響

あ
わ

せ
て

、
短

期
滞

在
手
術

基
本

料
及

び
総

合
入

院
体

制
加

算
の

評
価

の
在

り
方

、
救

急
患

者
の

状

態
を

踏
ま

え
た

救
急

医
療
管

理
加

算
等

の
評

価
の

在
り

方
、

退
院

支
援

に
お

け
る

医
療

機
関

の
連

携
や

在
宅

復
帰

率
の
評

価
の

在
り

方
、

療
養

病
棟

を
始

め
各

病
棟

に
お

け
る

患
者

像
を

踏
ま

え
た

適
切

な
評

価
の

在
り

方
、

医
療

従
事
者

の
負

担
軽

減
に

も
資

す
る

チ
ー

ム
医

療
の

推
進

等
に

つ
い

て
、

引
き

続
き

検
討
す
る
こ
と
。

２
．

Ｄ
Ｐ
Ｃ
に

お
け

る
調

整
係

数
の
機
能

評
価

係
数

Ⅱ
の

置
き
換
え

に
向

け
た

適
切

な
措
置

に
つ
い

て
検

討
す
る

と
と

も
に

、
医
療

機
関
群

、
機

能
評
価

係
数

Ⅱ
の
見

直
し

等
に

つ
い
て

引
き
続

き
調

査
・

検
証

し
、
そ
の
在
り
方
に
つ
い
て

引
き
続
き
検
討
す
る
こ
と
。

３
．

か
か
り
つ

け
医

・
か

か
り
つ

け
歯
科

医
に

関
す

る
評
価

等
の
影

響
を

調
査

・
検
証

し
、
外

来
医

療
・

歯
科

医
療

の
適

切
な

評
価

の
在

り
方

に
つ

い
て

引
き

続
き

検
討

す
る
こ

と
。

４
．

紹
介
状
な

し
の

大
病

院
受
診

時
の
定

額
負

担
の

導
入
の

影
響
を

調
査

・
検

証
し
、

外
来
医

療
の

機
能

分
化

・
連

携
の

推
進

に
つ

い
て

引
き

続
き

検
討

す
る
こ
と
。

５
．
質

が
高

く
効
率

的
な

在
宅
医

療
の

推
進
に

つ
い

て
、

重
症
度

や
居
住

形
態

に
応
じ

た
評
価

の
影

響
を

調
査
・

検
証

す
る
と

と
も

に
、

在
宅

専
門
の
医

療
機

関
を
含

め
た

医
療
機

関
の

特
性
に

応
じ

た
評
価

の

在
り
方
、
患
者
の
特
性
に
応
じ
た
訪
問
看
護
の
在
り
方
等

に
つ
い
て

引
き
続

き
検
討

す
る
こ

と
。

６
．

回
復
期
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン
病
棟

に
お

け
る

ア
ウ

ト
カ
ム
評

価
の

導
入

、
維
持

期
リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

の
介

護
保
険

へ
の

移
行
状

況
、

廃
用

症
候
群

リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ
ョ

ン
の

実
施

状
況
等

に
つ
い

て

調
査
・
検
証
し
、
そ
れ
ら
の
在
り
方
に
つ
い
て

引
き
続
き
検
討
す

る
こ
と
。

７
．
精

神
医
療

に
つ

い
て

、
デ
イ

ケ
ア
・

訪
問

看
護

や
福
祉

サ
ー
ビ

ス
等

の
利

用
に
よ

る
地
域

移
行

・
地

域
生
活

支
援

の
推
進

、
入

院
患
者

の
状

態
に
応

じ
た

評
価
の

在
り

方
、
適

切
な

向
精
神

薬
の

使
用

の

推
進
の
在
り
方
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討

す
る
こ
と
。
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 ８
．

湿
布
薬
の

処
方

に
係

る
新
た

な
ル
ー

ル
の

導
入

の
影
響

も
含
め

、
残

薬
、

重
複
・

多
剤
投

薬
の

実
態

を
調
査

・
検

証
し
、

か
か

り
つ
け

医
と

か
か
り

つ
け

薬
剤
師

・
薬

局
が
連

携
し

て
薬
剤

の
適

正
使
用
を

推
進
す

る
方

策
に
つ

い
て

引
き
続

き
検

討
す
る

こ
と

。
あ
わ

せ
て

、
過
去

の
取

組
の
状

況
も

踏
ま
え
つ

つ
、
医
薬
品
の
適
正
な
給
付
の
在
り
方
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討
す
る
こ
と
。

９
．

医
薬
品
・

医
療

機
器

の
評
価

の
在
り

方
に

費
用

対
効
果

の
観
点

を
試

行
的

に
導
入

す
る

こ
と
を

踏
ま

え
、
本
格
的
な
導
入
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討

す
る
こ
と
。

あ
わ

せ
て

、
著
し

く
高

額
な

医
療

機
器

を
用

い
る

医
療

技
術

の
評

価
に

際
し

て
費

用
対

効
果

の
観

点

を
導
入
す
る
場
合
の
考
え
方
に
つ
い
て

検
討
す
る
こ
と
。

．
患

者
本
位

の
医

薬
分

業
の
実

現
の
た

め
の

取
組

の
観
点

か
ら
、

か
か

り
つ

け
薬
剤

師
・
薬

局
の

評
価

や
い
わ

ゆ
る

門
前
薬

局
の

評
価
の

見
直

し
等

、
薬
局

に
係
る

対
物

業
務
か

ら
対

人
業
務

へ
の

転
換
を
促

す
た
め
の
措
置
の
影
響
を
調
査
・
検
証
し
、
調
剤
報
酬
の
在
り
方
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討
す
る
こ
と
。

．
後
発
医
薬
品
に
係
る
数
量
シ
ェ
ア

％
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
医
療
機
関
や
薬
局
に
お
け
る
使
用

状
況
を

調
査

・
検
証

し
、

薬
価
の

在
り

方
や
診

療
報

酬
に
お

け
る

更
な
る

使
用

促
進

に
つ
い

て
検
討

す

る
こ
と
。

．
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
管
理
料
に
よ
る
禁
煙
治
療
の
効
果
に
つ
い
て
調
査
・
検
証

す
る
こ
と
。

．
経

腸
栄
養

用
製

品
を

含
め
た

食
事
療

養
に

係
る

給
付

に
つ
い
て

調
査

を
行

い
、
そ

の
在
り

方
に

つ
い

て
検
討
す
る
こ
と
。

．
在
宅
自
己
注
射
指
導
管
理
料

等
の
評
価
の
在
り
方
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討

す
る
こ
と

。

．
未

承
認
薬

・
適

応
外

薬
の
開

発
の
進

捗
、

新
薬

創
出
の

た
め
の

研
究

開
発

の
具
体

的
成
果

も
踏

ま
え

た
新
薬

創
出

・
適
応

外
薬

解
消
等

促
進

加
算
の

在
り

方
、
薬

価
を

下
支
え

す
る

制
度
と

し
て

創
設
さ
れ

た
基
礎

的
医

薬
品
へ

の
対

応
の
在

り
方

、
年
間

販
売

額
が
極

め
て

大
き
い

医
薬

品
を
対

象
と

し
た
市
場

拡
大
再
算
定
の
特
例
の
在
り
方
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討

す
る
こ
と
。

．
公

費
負
担

医
療

に
係

る
も
の

を
含
む

明
細

書
の

無
料
発

行
の
促

進
に

つ
い

て
、
影

響
を
調

査
・

検
証

し
、
そ
の
在
り
方
に
つ
い
て

引
き
続
き
検
討
す
る
こ
と
。

．
診

療
報
酬

改
定

の
結

果
検
証

等
の
調

査
に

つ
い

て
、
Ｎ

Ｄ
Ｂ
等

の
各

種
デ

ー
タ
の

活
用
に

よ
り

調
査

の
客
観

性
の

確
保
を

図
る

と
と
も

に
、

回
答
率

の
向

上
に
も

資
す

る
調
査

の
簡

素
化
に

つ
い

て
検
討
す

る
こ
と

。
ま

た
、

引
き
続

き
調
査

分
析

手
法
の

向
上

に
つ
い

て
検

討
し
、

調
査

の
信
頼

性
の

確
保
に
努

め
る
こ
と
。

．
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
医
療
情
報
の
共
有
の
評
価
の
在
り
方
を
検
討
す
る
こ
と
。
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生活機能に関するリハビリテーションの実施場所の拡充・・・・

運動器リハビリテーション料の評価の充実・・・・・・・・・・

リハビリテーション専門職の専従規定の見直し・・・・・・・・

リンパ浮腫の複合的治療等・・・・・・・・・・・・・・・・・

摂食機能療法の対象の明確化等・・・・・・・・・・・・・・・

Ⅱ－４ 明細書無料発行の推進について

明細書無料発行の推進・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

Ⅲ 重点的な対応が求められる医療分野を充実する視点

Ⅲ－１ 緩和ケアを含む質の高いがん医療の評価について

地域がん診療病院・小児がん拠点病院の評価・・・・・・・・・

がん治療中の外来患者の在宅医療への連携の充実・・・・・・・

緩和ケア病棟における在宅療養支援の充実・・・・・・・・・・

がん性疼痛緩和指導管理料の見直し・・・・・・・・・・・・・

外来化学療法加算の評価の見直し・・・・・・・・・・・・・・

Ⅲ－２ 「認知症施策推進総合戦略」を踏まえた認知症患者への適切な医

療の評価について

身体疾患を有する認知症患者のケアに関する評価・・・・・・・

診療所型認知症疾患医療センターの評価・・・・・・・・・・・

Ⅲ－３ 地域移行・地域生活支援の充実を含めた質の高い精神医療の評価

について

地域移行を重点的に進める精神病棟の評価・・・・・・・・・・

重症精神疾患患者に対する集中的な支援の推進・・・・・・・・

長期にわたる頻回の精神科デイ・ケア等の適正化・・・・・・・

身体合併症を有する精神疾患患者の受入れ体制の確保・・・・・

いわゆる「総合病院」の精神病棟における手厚い医師配置の評

価・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

精神科リエゾンチームによる適切な医療の提供・・・・・・・・

自殺企図後の患者に対する継続的な指導の評価・・・・・・・・

向精神薬の適切な処方の推進・・・・・・・・・・・・・・・・

専門的な児童・思春期精神科外来医療の評価・・・・・・・・・

薬物依存症に対する集団療法の評価・・・・・・・・・・・・・

病院・診療所からの訪問看護の評価・・・・・・・・・・・・・

衛生材料等の提供についての評価・・・・・・・・・・・・・・

特定保険医療材料等の算定の明確化・・・・・・・・・・・・・

複数の実施主体による訪問看護の組合せの整理・・・・・・・・

同一日 か所目の訪問看護ステーションによる緊急訪問の評価・

在宅歯科医療の推進等・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

在宅薬剤管理指導業務の推進・・・・・・・・・・・・・・・・

Ⅰ－５ 医療保険制度改革法も踏まえた外来医療の機能分化について

紹介状なしの大病院受診時の定額負担の導入・・・・・・・・・

Ⅱ 患者にとって安心・安全で納得できる効果的・効率的で質が高い医療を

実現する視点

Ⅱ－１ かかりつけ医の評価、かかりつけ歯科医の評価、かかりつけ薬剤

師・薬局の評価について

かかりつけ医の評価、かかりつけ歯科医の評価、かかりつけ薬剤師・

薬局の評価・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

Ⅱ－２ 情報通信技術（ＩＣＴ）を活用した医療連携や医療に関するデー

タの収集・利活用の推進について

診療情報提供書等の電子的な送受に関する評価・・・・・・・・

データ提出を要件とする病棟の拡大・・・・・・・・・・・・・

心臓ペースメーカー等の遠隔モニタリングの評価・・・・・・・

Ⅱ－３ 質の高いリハビリテーションの評価等、患者の早期の機能回復の

推進について

回復期リハビリテーション病棟におけるアウトカムの評価・・・

回復期リハビリテーション病棟入院料体制強化加算の施設基準の見直

し・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ＡＤＬ維持向上等体制加算の施設基準の見直し等・・・・・・・

初期加算、早期加算の算定要件等の見直し・・・・・・・・・・

廃用症候群リハビリテーション料の新設・・・・・・・・・・・

要介護被保険者の維持期リハビリテーションの介護保険への移行

等・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

心大血管疾患リハビリテーション料の施設基準の見直し・・・・

画像診断管理加算の夜間等における負担軽減・・・・・・・・・

手術・処置の時間外等加算１の施設基準の見直し・・・・・・・

周術期口腔機能管理等の医科歯科連携の推進・・・・・・・・・

歯科医師と連携した栄養サポートチームに対する評価・・・・・

Ⅰ－３ 地域包括ケアシステム推進のための取組の強化について

Ⅰ－３－１ かかりつけ医、かかりつけ歯科医、かかりつけ薬剤師・薬局

の機能の評価について

認知症に対する主治医機能の評価・・・・・・・・・・・・・・

地域包括診療料等の施設基準の緩和・・・・・・・・・・・・・

小児かかりつけ医の評価・・・・・・・・・・・・・・・・・・

かかりつけ歯科医機能の評価・・・・・・・・・・・・・・・・

かかりつけ薬剤師・薬局の評価・・・・・・・・・・・・・・・

Ⅰ－３－２ 医師、歯科医師、薬剤師、看護師等による多職種連携の取組

の強化等について

特定集中治療室等における薬剤師配置に対する評価・・・・・・

栄養食事指導の対象及び指導内容の拡充・・・・・・・・・・・

周術期口腔機能管理等の医科歯科連携の推進・・・・・・・・・

歯科医師と連携した栄養サポートチームに対する評価・・・・・

Ⅰ－３－３ 患者が安心・納得して退院し、早期に住み慣れた地域で療養

や生活を継続できるための取組の推進について

退院支援に関する評価の充実・・・・・・・・・・・・・・・・

医療機関間の連携と退院支援に向けた評価の充実・・・・・・・

退院直後の在宅療養支援に関する評価・・・・・・・・・・・・

Ⅰ－４ 質の高い在宅医療・訪問看護の確保について

在宅医療における重症度・居住場所に応じた評価・・・・・・・

小児在宅医療に係る評価の推進・・・・・・・・・・・・・・・

在宅医療専門の医療機関に関する評価・・・・・・・・・・・・

休日の往診に対する評価の充実・・・・・・・・・・・・・・・

在宅医療における看取り実績に関する評価の充実・・・・・・・

在宅自己注射指導管理料の見直し・・・・・・・・・・・・・・

在宅指導管理料等の適正な評価・・・・・・・・・・・・・・・

機能強化型訪問看護ステーションの要件見直し・・・・・・・・

個別改定項目について

Ⅰ 地域包括ケアシステムの推進と医療機能の分化・強化、連携に関する

視点

Ⅰ－１ 医療機能に応じた入院医療の評価について

７対１入院基本料等の施設基準の見直し・・・・・・・・・・・・

重症患者を受け入れている 対１病棟に対する評価の充実 ・・

病棟群単位による届出・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

在宅復帰率の要件見直し・・・・・・・・・・・・・・・・・・

有床診療所における在宅復帰機能強化加算の新設・・・・・・・

特定集中治療室等における重症度、医療・看護必要度の見直し・

短期滞在手術等基本料３の見直し・・・・・・・・・・・・・・

総合入院体制加算の実績要件等の見直し・・・・・・・・・・・

地域包括ケア病棟入院料の見直し・・・・・・・・・・・・・・

療養病棟入院基本料２における医療区分の高い患者の割合に応じた評

価・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

療養病棟の医療区分のきめ細かな評価・・・・・・・・・・・・

療養病棟の在宅復帰機能強化加算の見直し・・・・・・・・・・

障害者施設等入院基本料における脳卒中患者の評価・・・・・・

入院中の他医療機関受診時における減算規定の緩和・・・・・・

地域加算の見直し・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

医療資源の少ない地域に配慮した評価及び対象医療圏の見直し・

一類感染症患者入院医療管理料の見直し・・・・・・・・・・・

結核病棟入院基本料における入院初期加算の見直し・・・・・・

Ⅰ－２ チーム医療の推進、勤務環境の改善、業務効率化の取組等を通じた

医療従事者の負担軽減・人材確保について

医師事務作業補助体制の評価・・・・・・・・・・・・・・・・

看護職員の月平均夜勤時間数に係る要件等の見直しと評価・・・

夜間看護体制の充実に関する評価・・・・・・・・・・・・・・

看護職員と看護補助者の業務分担の推進・・・・・・・・・・・

常勤配置の取扱いの明確化・・・・・・・・・・・・・・・・・

脳卒中ケアユニット入院医療管理料の医師配置要件の見直し・・

中医協 総－４（改）

２ ８ ． １ ． ２ ７

中医協 総－３ 改

２ ８ ． ２ ． ３

中 医 協 総 －１

２ ８ ． ２ ． １ ０
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Ⅳ－６ 医薬品、医療機器、検査等の適正な評価について

実勢価格等を踏まえた臨床検査の適正な評価・・・・・・・・・

自施設交付割合に応じたコンタクトレンズ検査料の見直し・・・

人工腎臓の適正な評価・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

医薬品の適正給付・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

入院時の経腸栄養用製品の使用に係る給付の見直し・・・・・・

放射線撮影等の適正な評価・・・・・・・・・・・・・・・・・

放射線治療に係る特定保険医療材料の算定・・・・・・・・・・

保険医療機関間の連携による病理診断の要件見直し・・・・・・

胃瘻造設術・胃瘻造設時嚥下機能評価加算の減算要件見直し・・

手術等医療技術の適切な評価・・・・・・・・・・・・・・・・

新規医療技術の保険導入等 歯科 ・・・・・・・・・・・・・・

先進医療技術の保険導入 歯科 ・・・・・・・・・・・・・・・

医師主導治験における保険外併用療養費の対象拡大・・・・・・

Ⅲ－９ ＤＰＣに基づく急性期医療の適切な評価について

ＤＰＣ／ＰＤＰＳ 急性期入院医療の診断群分類に基づく定額報酬算

定制度 の見直し ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

Ⅳ 効率化・適正化を通じて制度の持続可能性を高める視点

Ⅳ－１ 後発医薬品の使用促進・価格適正化、長期収載品の評価の仕組み

の検討について

薬局における後発医薬品の使用促進・・・・・・・・・・・・・

後発医薬品使用体制加算の指標の見直し・・・・・・・・・・・

院内処方の外来における後発医薬品使用体制の評価・・・・・・

一般名処方加算の見直し・・・・・・・・・・・・・・・・・・

Ⅳ－２ 退院支援等の取組による在宅復帰の推進について

退院支援等の取組による在宅復帰の推進・・・・・・・・・・・

Ⅳ－３ 残薬や重複投薬、不適切な多剤投薬・長期投薬を減らすための取

組など医薬品の適正使用の推進について

多剤投薬の患者の減薬を伴う指導の評価・・・・・・・・・・・

医薬品の適正使用の推進・・・・・・・・・・・・・・・・・・

Ⅳ－４ 患者本位の医薬分業を実現するための調剤報酬の見直しについ

て

いわゆる門前薬局の評価の見直し・・・・・・・・・・・・・・

Ⅳ－５ 重症化予防の取組の推進について

進行した糖尿病性腎症に対する運動指導の評価・・・・・・・・

ニコチン依存症管理料の対象患者の拡大・・・・・・・・・・・

人工透析患者の下肢末梢動脈疾患重症化予防の評価・・・・・・

医師及び看護師による認知療法・認知行動療法の実施・・・・・

精神病床における二類感染症管理の評価・・・・・・・・・・・

Ⅲ－４ 難病法の施行を踏まえた難病患者への適切な医療の評価につい

て

難病法の施行に伴う指定難病の診療の評価・・・・・・・・・・

小児慢性特定疾病の患者に対する医学的管理の評価・・・・・・

指定難病の診断に必要な遺伝学的検査の評価・・・・・・・・・

Ⅲ－５ 小児医療、周産期医療の充実、高齢者の増加を踏まえた救急医療

の充実について

小児入院医療管理料算定患者の在宅医療への円滑な移行・・・・

重症新生児等を受け入れている小児入院医療機関に対する評価の充

実・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

医療型短期入所サービス中の処置等の評価・・・・・・・・・・

小児慢性特定疾病に罹患する患者に対する小児入院医療管理料の対象

年齢の延長・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

特に重症な患者に対する新生児特定集中治療室等の算定日数の延

長・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

精神疾患合併妊娠の管理の評価・・・・・・・・・・・・・・・

救急患者の受入れ体制の充実・・・・・・・・・・・・・・・・

救急医療管理加算１の対象患者の拡大・・・・・・・・・・・・

生体検査、処置及び放射線治療等に係る小児加算の見直し・・・

Ⅲ－６ 口腔疾患の重症化予防・口腔機能低下への対応、生活の質に配慮

した医療の推進について

口腔疾患の重症化予防・口腔機能低下への対応、生活の質に配慮した

歯科医療の充実・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

Ⅲ－７ かかりつけ薬剤師・薬局による薬学管理や在宅医療等への貢献度

による評価・適正化について

患者の服薬状況の一元的・継続的な管理の評価・・・・・・・・

薬局における対人業務の評価の充実・・・・・・・・・・・・・

Ⅲ－８ 医薬品、医療機器、検査等におけるイノベーションや医療技術の

適切な評価について

質の高い臨床検査の適正な評価・・・・・・・・・・・・・・・
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（新設） ② 周術期口腔機能管理料 Ⅲ を算

定した患者に対して、歯科医師の

指示を受けた歯科衛生士が専門的

口腔清掃を行った場合に、周術期

口腔機能管理料 Ⅲ を算定した日

の属する月において、月１回を限

度として算定する。

現 行 改定案

【周術期口腔機能管理計画策定料】

算定要件

がん等に係る全身麻酔による手

術又は放射線治療若しくは化学療

法を実施する患者に対して、周術期

の口腔機能の評価及び一連の管理

計画を策定し、その内容について説

明を行い、当該管理計画を文書によ

り提供した場合に算定する。

【周術期口腔機能管理料 Ⅲ 】

算定要件

がん等に係る放射線治療又は化

学療法の治療期間中の患者を対象

として、周術期口腔機能管理計画に

基づき、当該管理内容に係る情報を

文書により提供した場合に月１回

を限度として算定する。

【周術期専門的口腔衛生処置】

点

算定要件

周術期口腔機能管理料 Ⅰ 又は

周術期口腔機能管理料 Ⅱ を算定

した入院中の患者に対して、歯科医

師の指示を受けた歯科衛生士が専

門的口腔清掃を行った場合に術前

１回、術後１回を限度として算定す

る。

【周術期口腔機能管理計画策定料】

算定要件

がん等に係る全身麻酔による手

術又は放射線治療、化学療法若し

くは緩和ケアを実施する患者に対

して、周術期の口腔機能の評価及

び一連の管理計画を策定し、その

内容について説明を行い、当該管

理計画を文書により提供した場合

に算定する。

【周術期口腔機能管理料 Ⅲ 】

算定要件

がん等に係る放射線治療、化学

療法又は緩和ケアを実施する患者

を対象として、周術期口腔機能管

理計画に基づき、当該管理内容に

係る情報を文書により提供した場

合に月１回を限度として算定す

る。

【周術期専門的口腔衛生処置】

点

算定要件

① 周術期口腔機能管理料 Ⅰ 、周

術期口腔機能管理料 Ⅱ を算定し

た入院中の患者に対して、歯科医

師の指示を受けた歯科衛生士が専

門的口腔清掃を行った場合に術前

１回、術後１回を限度として算定

する。

２．病院における周術期口腔機能管理を推進する観点から、歯科診療所の

歯科医師が歯科を標榜している病院に訪問して歯科診療ができるよう歯

科訪問診療料の要件の見直しを行う。

現 行 改定案

【歯科訪問診療料】

算定要件

歯科訪問診療１、歯科訪問診療

２、歯科訪問診療３に規定する「在

宅等」は、介護老人保健施設、特別

養護老人ホームのほか、歯科、小児

歯科、矯正歯科又は歯科口腔外科を

標榜する保険医療機関以外の保険

医療機関も含まれ、これらに入院す

る患者についても算定する。

【歯科訪問診療料】

算定要件

歯科訪問診療１、歯科訪問診療

２、歯科訪問診療３に規定する「在

宅等」は、介護老人保健施設、特

別養護老人ホームのほか、歯科、

小児歯科、矯正歯科又は歯科口腔

外科を標榜する保険医療機関以外

の保険医療機関も含まれ、これら

に入院する患者についても算定す

る。ただし、歯科、小児歯科、矯

正歯科又は歯科口腔外科を標榜す

る保険医療機関に入院する患者に

ついて、当該保険医療機関の歯科

医師が当該患者の入院する病院の

歯科医師と連携の下に周術期口腔

機能管理及び周術期口腔機能管理

に伴う治療行為を行う場合につい

ては歯科訪問診療料及びその他の

特掲診療料を算定できる。

３．がん等に係る放射線治療又は化学療法の治療期間中の患者に対する周

術期口腔機能管理計画策定料、周術期口腔機能管理料 Ⅲ 、周術期専門

的口腔衛生処置について、対象患者や対象期間の見直しを行う。また、

周術期専門的口腔衛生処置の評価を充実する。

【Ⅰ－２（医療機能の分化・強化／医療従事者の負担軽減等の推進）－⑨】

周術期口腔機能管理等の医科歯科連携の推進

【骨子Ⅰ－２ 】

第１ 基本的な考え方

周術期口腔機能管理を推進するために、医療機関相互の連携等が重要

であることから、医科医療機関と歯科医療機関、歯科医療機関と歯科医

療機関との有機的な連携を促進するとともに、周術期口腔機能管理計画

策定料及び周術期口腔機能管理料 Ⅲ の対象患者等の見直しを行う。

第２ 具体的な内容

１．悪性腫瘍手術等に先立ち歯科医師が周術期口腔機能管理を実施した場

合に算定できる周術期口腔機能管理後手術加算について、周術期におけ

る医科と歯科の連携を推進するよう評価を充実する。

現 行 改定案

【手術 通則】【医科点数表】

歯科医師による周術期口腔機能

管理の実施後１月以内に悪性腫瘍

手術等を全身麻酔下で実施した場

合は 点を所定点数に加算する。

【手術 通則】【歯科点数表】

周術期口腔機能管理料を算定し

た患者に対して、算定後１月以内に

悪性腫瘍手術を全身麻酔下で実施

した場合は 点を所定点数に加

算する。

【手術 通則】【医科点数表】

歯科医師による周術期口腔機能

管理の実施後１月以内に悪性腫瘍

手術等を全身麻酔下で実施した場

合は 点を所定点数に加算する。

【手術 通則】【歯科点数表】

周術期口腔機能管理料を算定し

た患者に対して、算定後１月以内

に悪性腫瘍手術を全身麻酔下で実

施した場合は 点を所定点数に

加算する。
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・歯科疾患管理料のフッ化物洗口に関する加算

かかりつけ歯科医機能強化型歯科診療所の施設基準

歯科診療所であること。

歯科医師が複数名配置されていること、あるいは、歯科衛生士が一名以

上配置されていること。

歯科外来診療における医療安全対策に係る研修、高齢者の口腔機能管理

に係る研修を受けた常勤の歯科医師が一名以上配置されていること。

歯科訪問診療料、歯科疾患管理料、歯周病安定期治療及びクラウン・ブ

リッジ維持管理料を算定していること。

緊急時の対応を行うにつき必要な体制が整備されていること。

当該地域において、在宅療養を担う保険医、介護・福祉関係者等との連

携体制が整備されていること。

医療安全対策につき十分な体制が整備されていること。

２．歯周疾患の重症化を予防し、歯の喪失リスクの低減を図る観点から、

かかりつけ歯科医機能強化型歯科診療所の歯科医師が行う歯周基本治療

等終了後の病状安定期にある患者に対する定期的・継続的な歯周病安定

期治療による管理を評価する。

新 歯周病安定期治療 Ⅱ （月１回）

１ １歯以上 歯未満 点

２ 歯以上 歯未満 点

３ 歯以上 点

※ 現行の歯周病安定期治療を、歯周病安定期治療 Ⅰ として、新たに歯周病安定

期治療 Ⅱ を創設

算定要件

かかりつけ歯科医機能強化型歯科診療所において、一連の歯周病治療終了

後、一時的に病状が安定した状態にある患者に対し、歯周組織の状態を維持

するためのプラークコントロール、歯周病検査、口腔内写真検査、スケーリ

ング、スケーリング・ルートプレーニング、咬合調整及び機械的歯面清掃等

【Ⅰ－３－１（医療機能の分化・強化／地域包括ケアシステムの推進）－④】

かかりつけ歯科医機能の評価

骨子【Ⅰ－３－１ 】

第１ 基本的な考え方

地域包括ケアシステムにおける地域完結型医療を推進していくため、

かかりつけ歯科医機能強化型歯科診療所を新設し、当該保険医療機関の

歯科医師が行う、う蝕又は歯周疾患の重症化予防に係る管理、摂食機能

障害及び歯科疾患に対する包括的で継続的な管理を評価する。

第２ 具体的な内容

１．う蝕の重症化を予防し、歯の喪失リスクの低減を図る観点から、エナ

メル質初期う蝕に対する積極的な再石灰化を促進するため、かかりつけ

歯科医機能強化型歯科診療所の歯科医師が行うエナメル質初期う蝕に対

する定期的・継続的な管理を評価する。

新 エナメル質初期う蝕管理加算 点（月１回）

（歯科疾患管理料の加算）

算定要件

かかりつけ歯科医機能強化型歯科診療所において、エナメル質初期う蝕に

罹患している患者に対して、管理及び療養上必要な指導等を実施し、その内

容について説明を行った場合、歯科疾患管理料に 点を加算する。

包括範囲

エナメル質初期う蝕管理加算を算定した場合、以下の項目は包括され別に

算定できない。

・フッ化物歯面塗布処置

・機械的歯面清掃処置

・口腔内写真検査

④ 治療終了時又は退院・転院時に、治療結果の評価を行い、それを踏ま

えてチームで終了時指導又は退院時指導を行い、その内容を栄養治療実

施報告書として記録し、その写しを患者等に交付するとともに診療録に

添付する。

⑤ 当該患者の退院・転院時に、紹介先保険医療機関等に対して診療情報

提供書を作成した場合は、当該報告書を添付する。

【 －２ 医療機能の分化・強化／医療従事者の負担軽減等の推進 －⑩】

歯科医師と連携した栄養サポートチーム

に対する評価

骨子【 －２ 】

第１ 基本的な考え方

医科と歯科の連携を推進して、入院中の患者の栄養状態の改善を図る

ため、歯科医師が院内スタッフと共同で栄養サポートを実施した場合の

評価を行う。

第２ 具体的な内容

入院基本料等加算の栄養サポートチーム加算に、院内又は院外の歯科

医師が参加した場合の評価を新設する。

栄養サポートチーム加算

新 歯科医師連携加算 点【医科点数表】

※入院基本料の加算

算定要件

院内又は院外の歯科医師が、栄養サポートチームの構成員として、以下

に掲げる栄養サポートチームとしての診療に従事した場合に算定する。

① 栄養状態の改善に係るカンファレンス及び回診が週１回程度開催され

ており、栄養サポートチームの構成員及び必要に応じて、当該患者の診

療を担当する保険医、看護師等が参加している。

② カンファレンス及び回診の結果を踏まえて、当該患者の診療を担当す

る保険医、看護師等と共同の上で、栄養治療実施計画を作成し、その内

容を患者等に説明の上交付するとともに、その写しを診療録に添付する。

③ 栄養治療実施計画に基づいて適切な治療を実施し、適宜フォローアッ

プを行う。
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【 －３－２ 医療機能の分化・強化／地域包括ケアシステムの推進 －④】

歯科医師と連携した栄養サポートチーム

に対する評価

骨子【 －３－２ 】

第１ 基本的な考え方

医科と歯科の連携を推進して、入院中の患者の栄養状態の改善を図る

ため、歯科医師が院内スタッフと共同で栄養サポートを実施した場合の

評価を行う。

第２ 具体的な内容

入院基本料加算の栄養サポートチーム加算に、院内又は院外の歯科医

師が参加した場合の評価を新設する。

「 －２－⑩」を参照のこと。

【 －３－２（医療機能の分化・強化／地域包括ケアシステムの推進）－③】

周術期口腔機能管理等の医科歯科連携の推進

【骨子Ⅰ－３－２ 】

第１ 基本的な考え方

周術期口腔機能管理を推進するために、医療機関相互の連携等が重要

であることから、医科医療機関と歯科医療機関、歯科医療機関と歯科医

療機関との有機的な連携を促進するとともに、周術期口腔機能管理計画

策定料及び周術期口腔機能管理料 Ⅲ の対象患者等の見直しを行う。

第２ 具体的な内容

１．悪性腫瘍手術等に先立ち歯科医師が周術期口腔機能管理を実施した場

合に算定できる周術期口腔機能管理後手術加算について、周術期におけ

る医科と歯科の連携を推進するよう評価を充実する。

「 －２－⑨」を参照のこと。

２．病院における周術期口腔機能管理を推進する観点から、歯科診療所の

歯科医師が歯科を標榜している病院に訪問して歯科診療ができるよう歯

科訪問診療料の要件の見直しを行う。

「 －２－⑨」を参照のこと。

３．がん等に係る放射線治療又は化学療法の治療期間中の患者に対する周

術期口腔機能管理計画策定料、周術期口腔機能管理料 Ⅲ 、周術期専門

的口腔衛生処置について、対象患者等の見直しを行う。また、周術期専

門的口腔衛生処置の評価を充実する。

「 －２－⑨」を参照のこと。

包括範囲

在宅患者訪問口腔リハビリテーション料指導管理料を算定した場合、以下

の項目は包括され別に算定できない。

・歯周病検査

・歯周病部分的再評価検査

・歯周基本治療

・歯周病安定期治療 Ⅰ

・歯周病安定期治療 Ⅱ

・歯周基本治療処置

・機械的歯面清掃処置

・摂食機能療法

かかりつけ歯科医機能強化型歯科診療所の施設基準

１．の施設基準と同じ

の継続的な治療を開始した場合は、それぞれの区分に従い、月１回を限度と

して算定する。

歯周病安定期治療 Ⅱ を開始した日以降に歯周外科手術を実施した場合は、

所定点数の 分の に相当する点数により算定する。

包括範囲

歯周病安定期治療（Ⅱ）を算定した場合、以下の項目は包括され別に算定

できない。

・歯周病検査

・口腔内写真検査

・機械的歯面清掃処置

・歯周基本治療

・歯周疾患処置

・歯周基本治療処置

かかりつけ歯科医機能強化型歯科診療所の施設基準

１．の施設基準と同じ

３．口腔機能の回復及び口腔疾患の重症化予防を目的として、かかりつけ

歯科医機能強化型歯科診療所の歯科医師が行う、在宅等で療養を行って

いる患者に対する摂食機能障害及び歯科疾患に対する包括的で継続的な

管理の評価を行う。

新 在宅患者訪問口腔リハビリテーション指導管理料の加算 点

（月４回）

※ 新たに在宅患者訪問口腔リハビリテーション指導管理料を創設し、当該指導管

理料の加算として評価

算定要件

かかりつけ歯科医機能強化型歯科診療所において当該指導管理を実施した

場合は、 点を所定点数に加算する。
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平成 年３月 日時点で在宅療養支援歯科診療所として届け出ている保

険医療機関については、平成 年３月 日までの間、基準を満たしている

ものとする。

療機関については、平成 年３月 日までの間、基準を満たしているもの

とする。

５．在宅歯科医療を専門に実施する在宅療養支援歯科診療所に対する評価

を新設する。

在宅歯科医療を専門に実施する在宅療養支援歯科診療所の施設基準

歯科診療所であって、現行の在宅療養支援歯科診療所の施設基準に加え、

以下の要件を満たしていること。

在宅歯科医療を提供した患者数を、在宅歯科医療及び外来歯科医療を提

供した患者の合計数で除した値が 以上であること。

過去１年間に、５か所以上の保険医療機関から初診患者の診療情報提供

を受けていること。

当該診療所で行われる歯科訪問診療のうち、６割以上が歯科訪問診療１

を算定していること。

在宅歯科医療に係る３年以上の経験を有する歯科医師が勤務しているこ

と。

歯科用ポータブルユニット、歯科用ポータブルバキューム及び歯科用ポ

ータブルレントゲンを有していること。

歯科訪問診療において、過去 年間に、抜髄又は感染根管処置、抜歯手

術、有床義歯装着、有床義歯修理及び有床義歯内面適合法をそれぞれ 件

以上実施していること。

６．在宅歯科医療を専門に実施する保険医療機関であって、在宅療養支援

歯科診療所の指定を受けていないものは、歯科訪問診療１、２又は３と

は別に規定する歯科訪問診療料（初診料・再診料に相当する点数）によ

り算定する。

７．現行の在宅療養支援歯科診療所について、在宅歯科医療を提供した患

者数を、在宅歯科医療及び外来歯科医療を提供した患者の合計数で除し

た値が 未満であることを施設基準として追加する。

経過措置

２．在宅医療を専門に実施する在宅療養支援診療所に対する評価を新設す

る。

在宅医療を専門に実施する在宅療養支援診療所の施設基準

診療所であって、現行の機能強化型の在宅療養支援診療所の施設基準に加

え、以下の要件を満たしていること。

在宅医療を提供した患者数を、在宅医療及び外来医療を提供した患者の

合計数で除した値が 以上であること。

過去１年間に、５か所以上の保険医療機関から初診患者の診療情報提供

を受けていること。

当該診療所において、過去１年間の在宅における看取りの実績を 件以

上有していること又は重症小児の十分な診療実績（ 歳未満の超・準超重

症児に対する総合的な医学管理の実績が過去１年間に 件以上）を有して

いること。

施設入居時等医学総合管理料の算定件数を、施設入居時等医学総合管理

料及び在宅時医学総合管理料の合計算定件数で除した値が 以下である

こと。

在宅時医学総合管理料又は施設入居時等医学総合管理料を算定する患者

のうち、要介護３以上又は当該管理料の「別に定める状態の場合」に該当

する者の割合が ％以上であること。

３．現行の在宅療養支援診療所について、在宅医療を提供した患者数を、

在宅医療及び外来医療を提供した患者の合計数で除した値が 未満

であることを施設基準として追加する。

４．在宅医療を専門に実施する保険医療機関であって、在宅療養支援診療

所の施設基準を満たさないものは、在宅時医学総合管理料及び施設入居

時等医学総合管理料について、所定点数の ／ に相当する点数によ

り算定する。

経過措置

平成 年３月 日時点で在宅療養支援診療所として届け出ている保険医

【 －４ 医療機能の分化・強化／在宅医療の確保 －③】

在宅医療専門の医療機関に関する評価

骨子【 －４ 】

第１ 基本的な考え方

在宅医療の提供体制を補完するため、外来応需体制を有しない、在宅

医療を専門に実施する診療所に関する評価を新設するとともに、現行の

在宅療養支援診療所との関係を整理する。

第２ 具体的な内容

１．健康保険法第 条第３項に基づく開放性の観点から、保険医療機関

について、外来応需の体制を有していることが原則であることを明確化

した上で、例外として、在宅医療を専門に実施する場合であって、以下

の要件を満たす場合には保険医療機関として開設を認めることとする。

開設要件

無床診療所であること。

在宅医療を提供する地域をあらかじめ規定していること。

外来診療が必要な患者が訪れた場合に対応できるよう、地域医師会（歯

科医療機関にあっては地域歯科医師会）から協力の同意を得ている又は（ ）

の地域内に協力医療機関を２か所以上確保していること。

規定した地域内において在宅医療を提供していること、在宅医療導入に

係る相談に随時応じていること、及び医療機関の連絡先等を広く周知して

いること。

往診や訪問診療を求められた場合、医学的に正当な理由等なく断ること

がないこと。

診療所において、患者・家族等からの相談に応じる設備・人員等の体制

を整えていること。

緊急時を含め、随時連絡に応じる体制を整えていること。



上の診療が困難である場合におい

ても算定を認める。

当該患者が「著しく歯科診療が

困難な者」に準じる状態等であり、

分以上の診療が困難である場合

においては、診療時間が 分未満

であっても「歯科訪問診療１」を

算定して差し支えない。なお、こ

の場合においては、 分以上の診

療が困難である理由を含めた患者

の状態（要介護度を含む。）を診療

録に記載する。

同居する同一世帯の複数の患者に対して診療をした場合など、同一

の患家において２人以上歯科訪問診療を行った場合の評価について見

直しを行う。

現 行 改定案

【歯科訪問診療】

算定要件

（新設）

【歯科訪問診療】

算定要件

同居する同一世帯の複数の患者

に対して診察をした場合など、同

一の患家において２人以上の患者

を診察した場合には、１人目は、

歯科訪問診療１を算定し、２人目

以降の患者については歯科訪問診

療２を算定する。

歯科訪問診療を行う歯科医療機関と「特別の関係」にある施設等に

訪問して歯科訪問診療を行った場合の評価について見直しを行う。

現 行 改定案

【在宅かかりつけ歯科診療所加算】

名称

算定要件

施設基準に適合した保険医療機

関において、在宅において療養を行

っている患者に対して歯科訪問診

療を実施した場合は、在宅かかりつ

け歯科診療所加算として、 点を

所定点数に加算する。

施設基準

① 歯科診療所であること。

② 当該歯科診療所で実施される直

近３か月の歯科訪問診療の実績が、

月平均５人以上であり、そのうち少

なくととも８割以上が歯科訪問診

療１を算定していること。

【在宅歯科医療推進加算】

（名称変更）

算定要件

施設基準に適合した保険医療機

関において、在宅において療養を

行っている患者に対して歯科訪問

診療を実施した場合は、在宅歯科

医療推進加算として、 点を所定

点数に加算する。

施設基準

① 歯科診療所であること。

② 当該歯科診療所で実施される直

近３か月の歯科訪問診療の実績

が、月平均５人以上であり、その

うち少なくととも６割以上が歯科

訪問診療１を算定していること。

４．歯科訪問診療料について、歯科訪問診療の実態に即したものとするた

め、以下の対応を行う。

同一建物で 人に対して歯科訪問診療を行う場合において、患者の

全身状態等により診療時間が 分未満となる場合の評価の見直しを

行う。

現 行 改定案

【歯科訪問診療１】

算定要件

（新設）

【歯科訪問診療１】

算定要件

当該患者の状態により 分以

実施した場合は、 点を所定点数に加算する。

在宅療養支援歯科診療所の歯科医師が、当該指導管理を実施した場合は、

点を所定点数に加算する（ただし、 に規定する加算を算定している場

合を除く）。

２．歯科の標榜がない病院に入院中又は介護保険施設に入所中の患者に対

して、歯科訪問診療を行う歯科医師が栄養サポートチーム等に加わり、

その評価に基づいて歯科訪問診療を行った場合の評価を行う。

新 栄養サポートチーム連携加算１ 点

※歯科疾患在宅療養管理料の加算

算定要件

当該保険医療機関の歯科医師が、他の保険医療機関に入院している患者に

対して、当該患者の入院している他の保険医療機関の栄養サポートチームの

構成員として診療を行い、その結果を踏まえた口腔機能評価に基づく管理を

行った場合に、栄養サポートチーム連携加算１として、 点を所定点数に加

算する。

新 栄養サポートチーム連携加算２ 点

※歯科疾患在宅療養管理料の加算

算定要件

当該保険医療機関の歯科医師が、介護保険施設に入所している患者に対し

て、当該患者の入所している施設で行われる食事観察等に参加し、その結果

を踏まえた口腔機能評価に基づく管理を行った場合に栄養サポートチーム連

携加算２として、 点を所定点数に加算する。

３．在宅を中心としつつ、地域の病院等とも連携して歯科訪問診療を実施

している歯科診療所を評価する観点から、在宅かかりつけ歯科診療所加

算の施設基準及び名称の見直しを行う。

【Ⅰ－４（医療機能の分化・強化／在宅医療の確保）－⑭】

在宅歯科医療の推進等

骨子【Ⅰ－４ 】

第１ 基本的な考え方

効果的・効率的で質の高い在宅歯科医療の提供体制を確保するため、

医療の内容、患者の状態、住まいの状況等を考慮した評価を行う。

第２ 具体的な内容

１．口腔機能が低下し摂食機能障害を有する患者に対する口腔機能の管理

について、包括的な評価を行う。

新 在宅患者訪問口腔リハビリテーション指導管理料

１ 歯未満 点

２ 歯以上 歯未満 点

３ 歯以上 点

算定要件

当該保険医療機関の歯科医師が、歯科訪問診療料を算定した場合であっ

て、摂食機能障害及び継続的な歯科疾患の管理が必要な者に対して、当該

患者又はその家族の同意を得て、当該患者の口腔機能評価に基づく管理計

画を作成し、 分以上行った場合に限り、１月に４回を限度として算定す

る。

歯周病検査、歯周病部分的再評価検査、歯周基本治療、歯周病安定期治

療、歯周基本治療処置、機械的歯面清掃処置及び摂食機能療法は所定点数

に含まれ、別に算定できない。

歯科疾患管理料、周術期口腔機能管理料（Ⅰ）、周術期口腔機能管理料（Ⅱ）、

周術期口腔機能管理（Ⅲ）、歯科特定疾患療養管理料及び歯科疾患在宅療養

管理料は別に算定できない。

かかりつけ歯科医機能強化型歯科診療所の歯科医師が、当該指導管理を
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２ 歯科訪問診療２ 点

３ 歯科訪問診療３ 点

２ 歯科訪問診療２ 点

３ 歯科訪問診療３ 点

【歯冠修復及び欠損補綴 通則】

① 「歯科訪問診療料のみを算定する

患者」の場合

「有床義歯修理」 分の 加算

② 「６歳未満の乳幼児又は著しく歯

科治療が困難な者」、「歯科訪問診療

料及び著しく歯科治療が困難な者」

の場合

歯冠修復及び欠損補綴

分の 加算

ただし、金属歯冠修復、レジン前装

金属冠等を除く。

場合を除く）

分の 加算

【歯冠修復及び欠損補綴 通則】

① 「歯科訪問診療料のみを算定す

る患者」の場合

１ 「印象採得の欠損補綴の連合

印象及び特殊印象」、「有床義歯

の咬合採得」「有床義歯内面適

合法」 分の 加算

２ 「有床義歯修理」

分の 加算

② 「６歳未満の乳幼児又は著しく

歯科治療が困難な者」、「歯科訪問

診療料及び著しく歯科治療が困難

な者」の場合

１ 「印象採得の欠損補綴の連合

印象及び特殊印象」、「有床義歯

の咬合採得」、「有床義歯内面適

合法」 分の 加算

２ １以外の歯冠修復及び欠損

補綴 分の 加算

ただし、金属歯冠修復、レジン

前装金属冠等を除く。

６．同一建物において同一日に複数の患者に対して歯科訪問診療を行った

場合等について、歯科訪問診療料の適正化を行う。

現 行 改定案

【歯科訪問診療料（１日につき）】

１ 歯科訪問診療１ 点

【歯科訪問診療料（１日につき）】

１ 歯科訪問診療１ 点

② 「６歳未満の乳幼児又は著しく歯

科治療が困難な者」、「歯科訪問診療

料及び著しく歯科治療が困難な者」

の場合の処置（全身麻酔の場合を除

く）

分の 加算

【手術 通則】

① 「歯科訪問診療料のみを算定する

患者」の場合

「抜歯の乳歯、前歯及び臼歯」、「口

腔内消炎処置の歯肉膿瘍」

分の 加算

② 「６歳未満の乳幼児又は著しく歯

科治療が困難な者」、「歯科訪問診療

料及び著しく歯科治療が困難な者」

の場合

手術（全身麻酔の場合、中心静脈

注射用植込型カテーテル設置の加

算を算定した場合を除く）

分の 加算

２ 「抜髄及び感染根管処置の３

根管以上」 分の 加算

② 「６歳未満の乳幼児又は著しく

歯科治療が困難な者」、「歯科訪問

診療料及び著しく歯科治療が困難

な者」の場合

１ 「抜髄及び感染根管処置の単

根管及び２根管」

分の 加算

２ １以外の処置 （床副子は除

く。）

分の 加算

【手術 通則】

① 「歯科訪問診療料のみを算定す

る患者」の場合

１ 「口腔内消炎処置の歯肉膿

瘍」 分の 加算

２ 「抜歯の乳歯、前歯及び臼歯」

分の 加算

② 「６歳未満の乳幼児又は著しく

歯科治療が困難な者」、「歯科訪問

診療料及び著しく歯科治療が困難

な者」の場合

１ 「口腔内消炎手術の智歯周囲

炎の歯肉弁切除、歯肉膿瘍」

分の 加算

２ １以外の手術（全身麻酔の場

合、中心静脈注射用植込型カテ

ーテル設置の加算を算定した

現 行 改定案

【歯科訪問診療】

算定要件

保険医療機関と他の保険医療機

関の関係において、開設者が同一

等、特別の関係にある施設等に訪問

して歯科診療を行った場合は、歯科

訪問診療料は算定できない。

【歯科訪問診療】

算定要件

① 保険医療機関と他の保険医療機

関の関係において、開設者が同一

等、特別の関係にある施設等に訪

問して歯科診療を行った場合は、

歯科訪問診療１、２又は３とは別

に規定する歯科訪問診療料（初診

料・再診料に相当する点数）によ

り算定する。

② 「特別の関係にある施設等」に

規定する「施設等」とは、養護老

人ホーム、軽費老人ホーム、有料

老人ホーム、特別養護老人ホーム

等をいう。

５．歯科訪問診療で求められる診療の重要性及び困難性を考慮し、歯科訪

問診療で行う処置等について、評価の見直しを行う。また、この見直し

に併せて、６歳未満の乳幼児又は著しく歯科診療が困難な者に対する評

価の見直しを行う。

現 行 改定案

【処置 通則】

① 「歯科訪問診療料のみを算定する

患者」の場合

「抜髄の単根管、２根管及び３根管

以上」、「感染根管処置の単根管、２

根管及び３根管以上」

分の 加算

【処置 通則】

① 歯科訪問診療料のみを算定する

患者の場合

１ 「抜髄の単根管及び２根管」、

「感染根管処置の単根管及び

２根管」

分の 加算
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２．診療情報提供料（Ⅰ） 検査・画像情報提供加算の新設

新 検査・画像情報提供加算

イ 退院する患者について、当該患者の退院日の属する月又はそ

の翌月に、必要な情報を提供した場合 点

ロ 入院中の患者以外の患者について、必要な情報を提供した場

合 点

算定要件

保険医療機関が、患者の紹介を行う際に、過去の主要な診療記録を、他の

保険医療機関に電子的方法で閲覧可能なように提供した場合に加算する。た

だし、イについては、注７に規定する加算を算定する場合は算定しない。

３．電子的診療情報評価料の新設

新 電子的診療情報評価料 点

算定要件

保険医療機関が、別の保険医療機関から診療情報提供書の提供を受けた患

者について、過去の主要な診療記録を電子的方法により閲覧でき、当該診療

記録を診療に活用した場合に算定する。

２及び３に係る施設基準

他の保険医療機関等と連携し、患者の医療情報に関する電子的な送受信

が可能なネットワークを構築していること。

別の保険医療機関と標準的な方法により安全に情報の共有を行う体制が

具備されていること。

【Ⅱ－２（患者の視点等／ＩＣＴの活用）－①】

診療情報提供書等の電子的な送受に関する評価

骨子【Ⅱ－２ 】

第１ 基本的な考え方

現在、署名又は記名・押印が求められている診療情報提供書、訪問看

護指示書及び服薬情報等提供文書等について、電子的に署名を行い、安

全性を確保した上で電子的に送受した場合にも算定可能とする。

診療情報提供書への検査結果・画像情報等の添付について、電子的に

送受・共有する場合についても評価する。

第２ 具体的な内容

１．医科診療報酬点数表に記載する診療等に要する文書、訪問看護管理療

養費の算定に係る文書及び服薬情報等提供料の算定に係る文書の電子化

算定要件

電子的方法によって、個々の患者の診療に関する情報等を他の保険医療

機関等に提供する場合は、厚生労働省「医療情報システムの安全管理に関

するガイドライン」（平成 年 月）を遵守し、安全な通信環境を確保す

る。

署名又は記名・押印を要する文書については、電子的な署名を含む。そ

の場合、厚生労働省の定める準拠性監査基準を満たす保健医療福祉分野の

公開鍵基盤（ ： ）による電子

署名を施すこと。

【Ⅱ－１（患者の視点等／かかりつけ機能の評価）－①】

かかりつけ医の評価、かかりつけ歯科医の評価、かか

りつけ薬剤師・薬局の評価

骨子【Ⅱ－１】

１．複数疾患を有する認知症患者に対して、継続的かつ全人的な医療等を

実施する場合に、主治医機能としての評価を行う。

「Ⅰ－３－１－①」を参照のこと。

２．地域包括診療料及び地域包括診療加算による主治医機能の評価につい

て、その施設基準を緩和し、普及を促す。

「Ⅰ－３－１－②」を参照のこと。

３．小児科のかかりつけ医機能を更に推進する観点から、小児外来医療に

おいて、継続的に受診し、同意のある患者について、適切な専門医療機

関等と連携することにより、継続的かつ全人的な医療を行うことを総合

的に評価する。

「Ⅰ－３－１－③」を参照のこと。

４．地域包括ケアシステムにおける地域完結型医療を推進していくため、

かかりつけ歯科医機能強化型歯科診療所を新設し、当該保険医療機関の

歯科医師が行う、う蝕又は歯周疾患の重症化予防に係る管理、摂食機能

障害及び歯科疾患に対する包括的で継続的な管理を評価する。

「Ⅰ－３－１－④」を参照のこと。

５．患者本位の医薬分業の実現に向けて、患者の服薬状況を一元的・継続

的に把握して業務を実施するかかりつけ薬剤師・薬局を評価する。

「Ⅰ－３－１－⑤」を参照のこと。

【Ⅱ－４（患者の視点等／明細書の無料発行の推進）】

明細書無料発行の推進

骨子【Ⅱ－４】

第１ 基本的な考え方

現行、電子レセプト請求が義務付けられている病院、診療所及び薬局

については、原則として明細書を無償で発行しなければならないことと

されているが、自己負担のない患者については、対象外となっている。

(※) 床未満の病院・診療所は経過措置あり 床未満の病院は平成 年４

月から完全義務化

第２ 具体的な内容

１．公費負担医療に係る給付により自己負担がない患者（全額公費負担の

患者を除く。）についても、患者に対する情報提供の観点から、電子レセ

プト請求を行っている保険医療機関及び保険薬局については、「保険医療

機関及び保険医療養担当規則」及び「保険薬局及び保険薬剤師療養担当

規則」を改正し、患者から求めがあった場合の無料発行を原則義務とす

る。

２ ただし、自己負担がない患者に対応した明細書発行機能が付与されて

いないレセプトコンピューターを使用している、又は自動入金機の改修

が必要な医療機関及び薬局に対しては、２年間（診療所については、当

面の間）の猶予措置を設ける。
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新 歯科治療総合医療管理料 Ⅱ 点（１日につき）

算定要件

① 施設基準に適合した保険医療機関において、全身的な管理が必要な患者

に対し、第８部処置（区分番号 から 、区分番号 及び

に掲げるものを除く。）、第９部手術又は第 部歯冠修復及び欠損補綴（区

分番号 から区分番号 までに掲げるものに限り、全身麻酔下で行

うものを除く。）を行うに当たって、必要な医療管理を行った場合に算定す

る。

② 医科点数表の呼吸心拍監視、新生児心拍・呼吸監視、カルジオスコープ

（ハートスコープ）、カルジオタコスコープを算定した日は、当該管理料は

算定できない。

③ 周術期口腔機能管理料 Ⅰ 、周術期口腔機能管理料 Ⅱ 、周術期口腔機

能管理料 Ⅲ 、歯科治療総合医療管理料 Ⅰ を算定した月は算定できない。

施設基準

現行の歯科治療総合医療管理料と同じ

現 行 改定案

【歯科治療総合医療管理料】

名称

算定要件

施設基準に適合した保険医療機

関において、全身的な管理が必要な

患者に対し、第８部処置（区分番号

から 、区分番号 及び

に掲げるものを除く。）、第９

部手術又は第 部歯冠修復及び欠損

補綴（区分番号 から区分番号

までに掲げるものに限り、全身

麻酔下で行うものを除く。）を行うに

【歯科治療総合医療管理料 Ⅰ 】

（名称変更）

算定要件

施設基準に適合した保険医療機

関において、全身的な管理が必要

な患者に対し、第８部処置（区分

番号 から 、区分番号

及び に掲げるものを除

く。）、第９部手術又は第 部歯冠

修復及び欠損補綴（区分番号

から区分番号 までに掲げるも

のに限り、全身麻酔下で行うもの

【Ⅲ－６（重点的な対応が求められる分野／歯科医療の推進）－①】

口腔疾患の重症化予防・口腔機能低下への対応、

生活の質に配慮した歯科医療の充実

骨子【Ⅲ－６】

第１ 基本的な考え方

歯科医療の充実を図る観点から、口腔疾患の重症化予防・口腔機能低

下への対応、生活の質に配慮した歯科医療の充実、歯科固有の技術につ

いて評価を行う。

第２ 具体的な内容

１．全身的な疾患を有する患者に対する歯科医療の充実を図る観点から、

以下の対応を行う。

初再診時における歯科外来診療環境体制加算の評価の見直しを行う。

現 行 改定案

【歯科外来診療環境体制加算（初診料

の加算）】

点

【歯科外来診療環境体制加算（再診料

の加算】

点

【歯科外来診療環境体制加算（初診料

の加算）】

点

【歯科外来診療環境体制加算（再診料

の加算】

点

全身的な疾患を有する患者の歯科治療を行う際に、治療内容等の必

要に応じてバイタルサインのモニタリングを行った場合を評価する。

※ 現行の歯科治療総合医療管理料を、歯科治療総合医療管理料 Ⅰ として、新

たに歯科治療総合医療管理料 Ⅱ を新設

総合医療管理料 Ⅰ を算定した月

は、別に算定できない。

施設基準

現行の在宅患者歯科治療総合医

療管理料と同じ。

糖尿病を有する患者の歯周病治療において、歯周組織の炎症の改善

を図り、歯周基本治療をより効果的に行う観点から、歯周基本治療に

先行して局所抗菌剤の投与が可能となるように歯周疾患処置の算定要

件の見直しを行う。

現 行 改定案

【歯周疾患処置】

算定要件

（新設）

【歯周疾患処置】

算定要件

糖尿病を有する患者であって、

歯周ポケットが４ミリメートル以

上の歯周病を有するものに対し

て、歯周基本治療に先行して計画

的に特定薬剤の注入を行った場合

は、本区分により算定する。ただ

し、医科の保険医療機関又は医科

歯科併設の医療機関の医師からの

診療情報提供 診療情報提供料の

様式に準じるもの に基づく場合

に限る。

２．口腔疾患の重症化を予防し、歯の喪失リスクを低減する観点から、以

下の対応を行う。

エナメル質初期う蝕の積極的な再石灰化を促進し、う蝕の重症化を

当たって、必要な医療管理を行った

場合に算定する。

【在宅患者歯科治療総合医療管理料】

名称

（新設）

を除く。）を行うに当たって、必要

な医療管理を行った場合に算定す

る。

【在宅患者歯科治療総合医療管理料

（Ⅰ）】（名称変更）

【在宅患者歯科治療総合医療管理料

（Ⅱ）（１日につき）】

点（新）

施設基準に適合した保険医療機

関において、全身的な管理が必要

な患者に対し、第８部処置（区分

番号 から 、区分番号

及び に掲げるものを除

く。）、第９部手術又は第 部歯冠

修復及び欠損補綴（区分番号

から区分番号 までに掲げるも

のに限り、全身麻酔下で行うもの

を除く。）を行うに当たって、心拍

等の監視を行い、必要な医療管理

を行った場合に算定する。

医科点数表の呼吸心拍監視、新

生児心拍・呼吸監視、カルジオス

コープ（ハートスコープ）、カルジ

オタコスコープを算定した日は、

当該管理料は算定できない。

在宅患者歯科治療総合医療管理

料 Ⅱ を算定した月において、周

術期口腔機能管理料 Ⅰ 、周術期

口腔機能管理料 Ⅱ 、周術期口腔

機能管理料 Ⅲ 又は在宅歯科治療
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歯周病安定期治療は、歯科疾患管

理料又は歯科疾患在宅療養管理料

を算定している患者であって、中等

度以上の歯周病を有するものに対

して、一連の歯周基本治療等の終了

後に、一時的に症状が安定した状態

にある患者に対し、歯周組織の状態

を維持し、治癒させることを目的と

してプラークコントロール、機械的

歯面清掃、スケーリング、スケーリ

ング・ルートプレーニング、咬合調

整等を主体とした治療を実施した

場合に１口腔につき月１回を限度

として算定する。なお、中等度以上

の歯周病を有するものとは、骨吸収

が根の長さの３分の１以上であり、

歯周ポケットは４ミリメートル以

上を有するものをいう。中等度以上

の歯周病を有するものとは、骨吸収

が根の長さの３分の１以上であり、

歯周ポケットは４ミリメートル以

上を有するものをいう。

歯周病安定期治療を開始した日

以降に歯周外科手術を実施した場

合は、所定点数の 分の に相当

する点数により算定する。

歯周病安定期治療は、歯科疾患

管理料又は歯科疾患在宅療養管理

料を算定している患者であって、

４ミリメートル以上の歯周ポケッ

トを有するものに対して、一連の

歯周基本治療等の終了後に、一時

的に症状が安定した状態にある患

者に対する処置等を評価したもの

をいう。なお、一時的に症状が安

定した状態とは、歯周基本治療等

の終了後の再評価のための検査結

果において、病変の進行が停止し

症状が安定していると考えられる

深い歯周ポケット又は歯の動揺が

認められる状態をいう。

歯周病安定期治療 Ⅰ を開始し

た日以降に歯周外科手術を実施し

た場合は、所定点数の 分の に

相当する点数により算定する。

３．各ライフステージの口腔機能の変化に着目して、以下の対応を行う。

舌接触補助床を装着した患者に対して、舌圧検査を実施した場合の

評価を新設する。

予防する観点から、フッ化物歯面塗布処置の評価の見直しを行う。

また、う蝕多発傾向者、在宅等療養患者に対するフッ化物歯面塗布処

置について評価の拡充を行う。

（新） フッ化物歯面塗布処置

エナメル質初期う蝕に罹患している患者の場合 点（１口腔につき）

算定要件

歯科疾患管理料を算定したエナメル質初期う蝕に罹患している患者に対し

て、主治の歯科医師又はその指示を受けた歯科衛生士が、フッ化物歯面塗布

処置を行った場合に月１回を限度として算定する。ただし、２回目以降のフ

ッ化物歯面塗布処置の算定は、前回実施月の翌月の初日から起算して２月を

経過した日以降に行った場合に限り、月１回を限度として算定する。

現 行 改定案

【フッ化物歯面塗布処置（１口腔につ

き）】

１ う蝕多発傾向者の場合 点

２ 在宅等療養患者の場合 点

【フッ化物歯面塗布処置（１口腔につ

き）】

１ う蝕多発傾向者の場合

点

２ 在宅等療養患者の場合

点

歯周病の重症化を予防する観点から、歯周基本治療等終了後の病状

安定期にある患者に対する管理である歯周病安定期治療の算定要件の

見直しを行う。

現 行 改定案

【歯周病安定期治療】

名称

［算定要件］

【歯周病安定期治療 Ⅰ 】

（名称変更）

［算定要件］

現 行 改定案

【加圧根管充填処置（１歯につき）】

単根管 点

２根管 点

３根管以上 点

［算定要件］

（新設）

【加圧根管充填処置（１歯につき）】

単根管 点

２根管 点

３根管以上 点

［算定要件］

４根管又は樋状根に対して歯科

用３次元エックス線断層撮影装置

及び手術用顕微鏡を用いて根管治

療を行った場合は、 点を所定点

数に加算する。なお、歯科用３次

元エックス線断層撮影の費用は別

に算定できる。

歯科疾患管理料を含む医学管理等において、文書提供等の要件を見

直し、文書提供を行った場合を評価する。

現 行 改定案

【歯科疾患管理料】 点

［算定要件］

① １回目の歯科疾患管理料は、継続

的な歯科疾患の管理が必要な患者

に対し、患者又はその家族の同意を

得て管理計画書を作成し、その内容

について説明を行い、管理計画書を

提供した場合に、初診日の属する月

から起算して２月以内１回を限度

として、算定する。

② ２回目以降の歯科疾患管理料は、

１回目の歯科疾患管理料を算定し

た患者に対して提供した管理計画

【歯科疾患管理料】 点

［算定要件］

① １回目の歯科疾患管理料は、継続

的な歯科疾患の管理が必要な患者

に対し、患者又はその家族等（以下、

「患者等」という。）の同意を得て

管理計画を作成し、その内容につい

て説明を行った場合に、初診日の属

する月から起算して２月以内１回

を限度として、算定する。

② ２回目以降の歯科疾患管理料は、

１回目の歯科疾患管理料を算定し

た患者に対して、管理計画に基づく

現 行 改定案

（新設） 【舌圧検査】 点 新）

［算定要件］

舌接触補助床を算定した患者に

対して、舌圧測定を行った場合に

月２回を限度として算定する。

口唇口蓋裂患者に対するホッツ床等の口腔内装置の装着を行った患

者に対して、当該装置に係る調整及び指導等を実施した場合の評価を

行う。

現 行 改定案

【歯科口腔リハビリテーション料１

（１口腔につき）】

１ 有床義歯の場合

イ ロ以外の場合 点

ロ 困難な場合 点

２ 舌接触補助床の場合 点

（新設）

【歯科口腔リハビリテーション料１

（１口腔につき）】

１ 有床義歯の場合

イ ロ以外の場合 点

ロ 困難な場合 点

２ 舌接触補助床の場合 点

３ その他の場合 点（新）

［算定要件］

口蓋補綴、顎補綴により算定し

た装置を装着している患者に対し

て、月４回を限度として算定する。

４．歯科固有の技術の評価について、以下の対応を行う。

４根管又は樋状根に対して、マイクロスコープ（歯科用実体顕微鏡）

及び歯科用３次元エックス線断層撮影を用いて歯の根管の数や形態を

正確に把握した上で根管治療を実施した場合の評価を行うとともに、

加圧根管充填の評価の拡充を行う。
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【歯科疾患在宅療養管理料】

１ 在宅療養支援歯科診療所の場合

点

２ １以外の場合

点

［算定要件］

① 当該保険医療機関の歯科医師が、

歯科訪問診療料を算定した患者で

あって継続的な歯科疾患の管理が

必要なものに対して、当該患者等又

はその家族の同意を得て、当該患者

の歯科疾患の状況等を踏まえて作

成した管理計画書を提供した場合

に、月１回を限度として算定する。

② 在宅療養支援歯科診療所の歯科

医師が、当該患者の口腔機能の評価

を行い、当該評価結果を踏まえて管

理計画書を作成し、当該患者又はそ

の家族に対して文書により提供し

た場合は、口腔機能管理加算とし

て、月１回を限度として 点を所定

点数に加算する。

（新設）

き、当該患者等に対し、歯科疾患の

管理に係る内容を文書により提供

した場合は、 点を所定点数に加算

する。

【歯科疾患在宅療養管理料】

１ 在宅療養支援歯科診療所の場合

点

２ １以外の場合

点

［算定要件］

① 当該保険医療機関の歯科医師が、

歯科訪問診療料を算定した患者で

あって継続的な歯科疾患の管理が

必要なものに対して、当該患者等の

同意を得て、当該患者の歯科疾患の

状況及び併せて実施した口腔機能

評価の結果等を踏まえて管理計画

を作成し、その内容について説明を

行った場合に、月１回を限度として

算定する。

（削除）

③ ２回目以降の歯科疾患在宅療養

管理料は、①の規定による管理計画

に基づく継続的な管理を行ってい

書に基づく継続的な管理を行って

いる場合であって、歯科疾患の管理

及び療養上必要な指導について、継

続管理計画書を作成し、その内容に

ついて説明を行い、当該管理計画書

を提供したときに、１回目の歯科疾

患管理料を算定した日の属する月

の翌月以降月１回を限度として算

定する。

③ 周術期口腔機能管理料 Ⅰ 、周術

期口腔機能管理料 Ⅱ 又は周術期

口腔機能管理料 Ⅲ を算定した患

者に対して、周術期口腔機能管理の

終了後に療養上の必要があって歯

科疾患の継続的な管理を行う場合

は、歯科疾患管理料は注１及び注２

の規定にかかわらず、周術期口腔機

能管理料 Ⅰ 、周術期口腔機能管理

料 Ⅱ 又は周術期口腔機能管理料

Ⅲ を算定した日の属する月の翌

月以降から算定する。

④ 管理計画書に基づく治療終了日

から起算して２月を経過するまで

の間、初診料は算定できない。

（新設）

継続的な管理を行っている場合で

あって、歯科疾患の管理及び療養上

必要な指導について、その内容につ

いて説明を行ったときに、１回目の

歯科疾患管理料を算定した日の属

する月の翌月以降月１回を限度と

して算定する。

③ 周術期口腔機能管理料 Ⅰ 、周術

期口腔機能管理料 Ⅱ 、周術期口腔

機能管理料 Ⅲ 、歯科特定疾患療養

管理料、歯科疾患在宅療養管理料、

在宅患者訪問口腔リハビリテーシ

ョン指導管理料及び歯科矯正管理

料を算定した患者に対して、当該管

理の終了後に療養上の必要があっ

て歯科疾患の継続的な管理を行う

場合は、歯科疾患管理料は注１及び

注２の規定にかかわらず、周術期口

腔機能管理料 Ⅰ 、周術期口腔機能

管理料 Ⅱ 、周術期口腔機能管理料

Ⅲ 、歯科特定疾患療養管理料、歯

科疾患在宅療養管理料、在宅患者訪

問口腔リハビリテーション指導管

理料及び歯科矯正管理料を算定し

た日の属する月の翌月以降から算

定する。

④ 管理計画に基づく治療終了日か

ら起算して２月を経過するまでの

間、初診料は算定できない。

⑤ ①の規定による管理計画に基づ

補綴時診断料及び平行測定検査について、臨床の実態に即した評価

となるように見直しを行う。

現 行 改定案

【補綴時診断料（１口腔につき）】

点

［算定要件］

同一患者につき、補綴時診断料を

算定すべき診断を２回以上行った

場合は、１回目の診断を行ったとき

に限り算定する。

【平行測定検査】

（新設）

【補綴時診断料（１装置につき）】

１ 補綴時診断（新製の場合）

点 新）

２ 補綴時診断（１以外の場合）

点 新）

［算定要件］

１については、欠損補綴物を新

たに製作する場合に算定する。

２については、有床義歯修理又

は有床義歯内面適合法を実施した

場合に算定する。

保険医療材料料は、所定点数に

含まれる。

（削除）

【ブリッジ支台歯形成加算（歯冠形

成の加算）】

［算定要件］

生活歯歯冠形成の金属冠、失活

歯歯冠形成の金属冠、窩洞形成の

複雑なものについて、ブリッジの

支台歯として歯冠形成を行った場

合は、ブリッジ支台歯形成加算と

して１歯につき 点を所定点数に

加算する。

（新設）

る場合であって、歯科疾患の管理及

び療養上必要な指導について、その

内容について説明を行ったときに、

１回目の歯科疾患在宅療養管理料

を算定した日の属する月の翌月以

降月１回を限度として算定する。

④ ①の規定による管理計画に基づ

き、当該患者等に対し、歯科疾患の

管理及び口腔機能に係る内容を文

書により提供した場合は 点を所

定点数に加算する。

抜歯手術について、抜歯部位に応じた評価となるように難抜歯の評

価の見直しを行う。

現 行 改定案

【抜歯手術（１歯につき）】

１ 乳歯 点

２ 前歯 点

３ 臼歯 点

４ 難抜歯 点

５ 埋伏歯 点

［算定要件］

４については、歯根肥大、骨の癒

着歯等に対する骨の開さく又は歯

根分離術を行った場合に限り算定

する。

【抜歯手術（１歯につき）】

１ 乳歯 点

２ 前歯 点

３ 臼歯 点

（削除）

４ 埋伏歯 点

［算定要件］

２又は３については、歯根肥大、

骨の癒着歯等に対する骨の開さく

又は歯根分離術を行った場合に限

り、難抜歯加算として 点を所定

の点数に加算する。
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現 行 改定案

特定保険医療材料

【充填】

銀錫アマルガム

金属小釘

【バー】

屈曲バー

金銀パラジウム合金（金 ％以上）

イ パラタルバー

ロ リンガルバー

（技術）

【ジャケット冠】

特定保険医療材料

【充填】

（削除）

（一部廃止）一般的名称の歯科用保持

ピンのみを廃止

【バー】

（削除）

（削除）

（技術）

（削除）

経過措置］

現行のジャケット冠については、平成 年６月 日までの間は、従前の

例による。

その他、診断、口腔機能を維持・向上等に資する技術については、

医療技術評価分科会等の検討や現場の実態を踏まえつつ、適切な評価

を行うとともに、一部の項目について評価体系等を見直す。

① 診断、歯の喪失リスクの低減等に資する技術

現 行 改定案

【歯科画像診断管理加算２】

［算定要件］

写真診断（歯科用３次元エックス

線断層撮影に係るものに限る。）に

ついては、施設基準に適合した保険

医療機関において、画像診断を専ら

【歯科画像診断管理加算２】

［算定要件］

写真診断（歯科用３次元エック

ス線断層撮影に係るものに限る。）

又は医科点数表のコンピュータ断

層診断の例によることとされた画

義歯新製から６ヶ月以内に実施する有床義歯内面適合法について、

有床義歯修理の評価と整合性を図るとともに、軟質材料を用いた場合

を評価する。

現 行 改定案

【有床義歯内面適合法】

１ 局部義歯（１床につき）

イ １歯から４歯まで 点

ロ ５歯から８歯まで 点

ハ ９歯から 歯まで 点

ニ 歯から 歯まで 点

２ 総義歯（１顎につき） 点

【有床義歯内面適合法】

１ 硬質材料を用いる場合（１床につ

き）

イ 局部義歯（１床につき）

１歯から４歯まで 点

５歯から８歯まで 点

９歯から 歯まで 点

歯から 歯まで 点

ロ 総義歯（１顎につき） 点

２ 軟質材料を用いる場合（１床につ

き） 点 新）

① ２については、下顎総義歯に限

る。

② 新たに製作した有床義歯を装

着した日から起算して６月以内

に当該有床義歯の有床義歯内面

適合法を行った場合は、所定点数

の 分の に相当する点数によ

り算定する。

歯科用アマルガム等、歯科医療技術の進歩に伴い実施頻度が減少し

ている技術や新たな材料の普及により使用頻度が減少している特定保

険医療材料について、廃止を含めて見直しを行う。なお、現行のジャ

ケット冠については、 ヶ月間の経過措置を設けた上で廃止する。

【根管貼薬処置】

単根管 点

２根管 点

３根管以上 点

【乳幼児う蝕薬物塗布処置】

［名称］

３歯まで 点

４歯以上 点

【知覚過敏処置】

３歯まで 点

４歯以上 点

【初期う蝕早期充填処置】 点

【暫間固定】

［算定要件］

手術を行った歯の本数等、算定要

件が必ずしも明確ではない場合が

ある。

【根管貼薬処置】

単根管 点

２根管 点

３根管以上 点

【う蝕薬物塗布処置】

（名称変更）

３歯まで 点

４歯以上 点

【知覚過敏処置】

３歯まで 点

４歯以上 点

【初期う蝕早期充填処置】 点

【暫間固定】

［算定要件］

手術歯数、術前・術中・術後に

分けて算定要件を明確化する。

術前 術中 術後１

回目

術後２

回目以

降

手術歯

数４歯

未満

簡単な

もの

※１

手術に

含まれ

る

簡単な

もの

※２

簡単な

もの

※３

手術歯

数４歯

以上

簡単な

もの

※１

困難な

もの

困難な

もの

※２

困難な

もの

※４

※１ 歯周外科手術の術前に行った

場合は、固定した歯数にかかわらず

担当する常勤の歯科医師が画像診

断を行い、その結果を文書により報

告した場合は、歯科画像診断管理加

算２として、月１回を限度として

点を所定点数に加算する。

【歯科衛生実地指導料】

訪問歯科衛生指導料を算定して

いる患者は算定できない。

【機械的歯面清掃処置】 点

【歯髄保護処置】

歯髄温存療法 点

直接歯髄保護処置 点

【抜髄】

単根管 点

２根管 点

３根管以上 点

歯髄温存療法を行った日から起

算して３月以内に当該処置を行う

場合は、その区分に従い、 点、

点又は 点を算定する。

直接歯髄保護処置を行った日か

ら起算して１月以内に当該処置を

行う場合は、その区分に従い、

点、 点又は 点を算定する。

像診断については、施設基準に適

合した保険医療機関において画像

診断を専ら担当する常勤の歯科医

師が、画像診断を行い、その結果

を文書により報告した場合は、歯

科画像診断管理加算２として、月

１回を限度として 点を所定点

数に加算する。

【歯科衛生実地指導料】

訪問歯科衛生指導料を算定して

いる月は算定できない。

【機械的歯面清掃処置】 点

【歯髄保護処置】

歯髄温存療法 点

直接歯髄保護処置 点

【抜髄】

単根管 点

２根管 点

３根管以上 点

歯髄温存療法を行った日から起

算して３月以内に当該処置を行う

場合は、その区分に従い、 点、

点又は 点を算定する。

直接歯髄保護処置を行った日

から起算して１月以内に当該処置

を行う場合は、その区分に従い、

点、 点又は 点を算定する。
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② 補綴治療等、口腔機能の回復等に資する技術

現 行 改定案

【硬質レジンジャケット冠、ＣＡＤ／

ＣＡＭ冠】

［算定要件］

（新設）

【装着】

ＣＡＤ／ＣＡＭ冠を装着した場

合は、所定点数に相当する点数を

所定点数に加算する。

【歯科技工加算】

［算定要件］

（新設）

【硬質レジンジャケット冠、ＣＡＤ

／ＣＡＭ冠】

［算定要件］

適応を小臼歯だけでなく、大臼歯

へ拡大するが、大臼歯については、

歯科用金属を原因とする金属アレ

ルギーを有する患者に限り算定で

きる。ただし、医科の保険医療機関

又は医科歯科併設の医療機関の医

師との連携の上で、診療情報提供

（診療情報提供料の様式に準じる

もの）に基づく場合に限る。

【装着】

ＣＡＤ／ＣＡＭ冠を装着する際

に、歯質に対する接着性を向上させ

ることを目的に内面処理を行った

場合は、所定点数の 分の に相

当する点数を所定点数に加算する。

【歯科技工加算】

［算定要件］

施設基準に適合した保険医療機

関において、患者の求めに応じて、

破損した有床義歯を預かった当日

に修理を行い、当該義歯を装着し

た場合は、歯科技工加算１として、

１床につき 点を所定点数に加算

する。

「簡単なもの」により１回に限り算

定できる。

※２ 歯周外科手術を行った後に、必

要があって暫間固定を行う場合（術

後１回目の暫間固定）、術前又は術

中における暫間固定の有無にかか

わらず、歯周外科手術を行った歯数

が４歯未満である場合は「簡単なも

の」により算定し、歯周外科手術を

行った歯数が４歯以上である場合

は「困難なもの」により算定する。

※３ 術後に暫間固定を行ったにも

かかわらず、６月を経過した後に再

度必要があって暫間固定を行う場

合（術後２回目以降の暫間固定）、

歯周外科手術を行った歯数が４歯

未満の場合は「簡単なもの」により

１回に限り算定できる。また、同日

又は他日にかかわらず１顎に２箇

所以上行っても１回の算定とする。

※４ 術後に暫間固定を行ったにも

かかわらず、６月を経過した後に再

度必要があって暫間固定を行う場

合（術後２回目以降の暫間固定）、

歯周外科手術を行った歯数が４歯

以上の場合は「困難なもの」により

算定する。なお、術後に暫間固定を

行った日から起算して６月を経過

した後に、必要があって行う場合

は、１顎につき６月に１回に限り算

定する。

ロ ５歯から８歯まで 点

ハ ９歯から 歯まで 点

ニ 歯から 歯まで 点

２ 総義歯（１顎につき）

点

【鋳造鉤】

双子鉤 点

二腕鉤 点

【線鉤】

双子鉤 点

二腕鉤（レストつき） 点

レストのないもの 点

【コンビネーション鉤】 点

【バー】

鋳造バー 点

屈曲バー 点

【補綴隙】 点

【有床義歯修理】 点

ロ ５歯から８歯まで 点

ハ ９歯から 歯まで 点

ニ 歯から 歯まで 点

２ 総義歯（１顎につき）

点

【鋳造鉤】

双子鉤 点

二腕鉤 点

【線鉤】

双子鉤 点

二腕鉤（レストつき） 点

レストのないもの 点

【コンビネーション鉤】 点

【バー】

鋳造バー 点

屈曲バー 点

【補綴隙】 点

【有床義歯修理】 点

③ その他、口腔機能の回復等に資する処置や手術に関する技術

現 行 改定案

【歯周外科手術】

１ 歯周ポケット掻爬術 点

２ 新付着手術 点

【歯周外科手術】

１ 歯周ポケット掻爬術 点

２ 新付着手術 点

施設基準に適合した保険医療機

関において、患者の求めに応じて、

破損した有床義歯を預かった日か

ら起算して２日以内に修理を行い、

当該義歯を装着した場合は、歯科技

工加算として、１床につき 点を所

定点数に加算する。

【支台築造印象（１歯につき）】

点

【硬質レジンジャケット冠（１歯につ

き）】

点

【乳歯金属冠（１歯につき）】 点

［名称］

【有床義歯】

１ 局部義歯（１床につき）

イ １歯から４歯まで 点

ロ ５歯から８歯まで 点

ハ ９歯から 歯まで 点

ニ 歯から 歯まで 点

２ 総義歯（１顎につき）

点

【熱可塑性樹脂有床義歯】

１ 局部義歯（１床につき）

イ １歯から４歯まで 点

施設基準に適合した保険医療機

関において、患者の求めに応じて、

破損した有床義歯を預かって修理

を行い、預かった日の翌日に当該

義歯を装着した場合は、歯科技工

加算２として、１床につき 点を

所定点数に加算する。

【支台築造印象（１歯につき）】

点

【硬質レジンジャケット冠（１歯に

つき）】

点

【乳歯冠（１歯につき）】

（名称変更）

１ 乳歯金属冠の場合 点

２ １以外の場合 点

【有床義歯】

１ 局部義歯（１床につき）

イ １歯から４歯まで 点

ロ ５歯から８歯まで 点

ハ ９歯から 歯まで 点

ニ 歯から 歯まで 点

２ 総義歯（１顎につき）

点

【熱可塑性樹脂有床義歯】

１ 局部義歯（１床につき）

イ １歯から４歯まで 点

2016 年 2 月 15 日第 2671 号 歯科版（21） （第三種郵便物認可）



（新設）

（新設）

【直線加速器による放射線治療（一連

につき）】

１ 定位放射線治療の場合

点 新）

２ １以外の場合 点 新）

【血液照射】 点 新）

３ 歯肉切除手術 点

４ 歯肉剥離掻爬手術 点

５ 歯周組織再生誘導手術

イ １次手術（吸収性又は非吸収性

膜の固定を伴うもの） 点

ロ ２次手術（非吸収性膜の除去）

点

（新設）

【歯肉歯槽粘膜形成手術】

１ 歯肉弁根尖側移動術 点

２ 歯肉弁歯冠側移動術 点

３ 歯肉弁側方移動術 点

４ 遊離歯肉移植術 点

５ 口腔前庭拡張術 点

【上顎結節形成術】

上顎結節形成術 点

（新設）

【神経再生誘導術】 点

【甲状舌管囊胞摘出術】 点

（医科準用）

３ 歯肉切除手術 点

４ 歯肉剥離掻爬手術 点

５ 歯周組織再生誘導手術

イ １次手術（吸収性又は非吸収性

膜の固定を伴うもの） 点

ロ ２次手術（非吸収性膜の除去）

点

６ 歯肉歯槽粘膜形成手術

イ 歯肉弁根尖側移動術 点

ロ 歯肉弁歯冠側移動術 点

ハ 歯肉弁側方移動術 点

ニ 遊離歯肉移植術 点

ホ 口腔前庭拡張術 点

（削除）

【上顎結節形成術】

上顎結節形成術

１ 簡単なもの 点 新）

２ 困難なもの 点

【神経再生誘導術】 点

【甲状舌管囊胞摘出術】 点

※これらは医科点数表の技術を準用し

ていたが、歯科点数表に新設
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【充填】

算定要件

前歯部５級窩洞、臼歯部歯質くさ

び状欠損又は歯の根面部のう蝕等

に対する充填は、いずれも「イ 単

純なもの」により算定する。

【充填】

算定要件

前歯部５級窩洞、又は臼歯部歯

質くさび状欠損等に対する充填

は、いずれも「イ 単純なもの」

により算定する。なお、前歯部５

級窩洞を除く歯の根面部のう蝕に

対する充填は「ロ 複雑なもの」

により算定する。

６．補綴治療等、口腔機能の回復等に資する技術

現 行 改定案

【口蓋補綴、顎補綴】

印象採得が困難なもの 点

印象採得が著しく困難なもの

点

算定要件

口腔外科領域における悪性腫瘍

摘出術の術後、ラジウム照射を行う

ため、その保持と防禦を兼ねた特別

な装置を製作し装着した場合は、当

該所定点数の各区分により算定す

る。

【床副子】

困難なもの 点

著しく困難なもの 点

【口蓋補綴、顎補綴】

印象採得が困難なもの 点

印象採得が著しく困難なもの

点

算定要件

口腔外科領域における悪性腫瘍

に対して、密封小線源治療を行う

際に、小線源の保持又は周囲の正

常組織の防御を目的とする特別な

装置を製作し装着した場合は、当

該所定点数の各区分により算定す

る。

【床副子】

困難なもの 点

著しく困難なもの 点

困難なものに、腫瘍等による顎

骨切除後、手術創の保護等を目的

現 行 改定案

【広範囲顎骨支持型装置埋入手術】

算定要件

医科の保険医療機関（医科歯科併

設の保険医療機関にあっては医科

診療科）の主治の医師の診断に基づ

く外胚葉異形成症等の先天性疾患

で、連続した３分の１顎程度以上の

多数歯欠損又は顎堤形成不全であ

ること。

【広範囲顎骨支持型補綴】

１ ブリッジ形態のもの（３分の１顎

につき） 点

２ 床義歯形態のもの（１顎につき）

点

（新設）

【広範囲顎骨支持型装置埋入手術】

算定要件

① 医科の保険医療機関（医科歯科併

設の保険医療機関にあっては医科

診療科）の主治の医師の診断に基づ

く唇顎口蓋裂等の先天性疾患であ

り、顎堤形成不全であること。

② 医科の保険医療機関（医科歯科併

設の保険医療機関にあっては医科

診療科）の主治の医師の診断に基づ

く外胚葉異形成症等の先天性疾患

であり、連続した３分の１顎程度以

上の多数歯欠損であること。

【広範囲顎骨支持型補綴】

１ ブリッジ形態のもの（３分の１

顎につき） 点

２ 床義歯形態のもの（１顎につき）

点

広範囲顎骨支持型装置埋入手術

の実施範囲が３分の１顎未満であ

る場合は、所定点数の 分の に

相当する点数により算定する。

５．診断、歯の喪失リスクの低減等に資する技術

現 行 改定案

【混合歯列期歯周病検査】 点 【混合歯列期歯周病検査】

点

２．歯冠補綴物の色調採得に関する評価

新 歯冠補綴時色調採得検査（１枚につき） 点

算定要件

レジン前装金属冠及び硬質レジンジャケット冠（前歯部に限る。）を製作す

る場合において、レジン前装部の色調を決定することを目的として、色調見

本とともに当該歯冠補綴歯の口腔内写真を撮影した場合に、１装置につき１

枚を限度として算定する。

３．ファイバーポスト導入に伴う技術

現 行 改定案

【支台築造（１歯につき）】

１ メタルコア

イ 大臼歯 点

ロ 小臼歯及び前歯 点

２ その他 点

【支台築造（１歯につき）】

１ 間接法

イ メタルコア

（１） 大臼歯 点

（２）小臼歯及び前歯 点

ロ ファイバーポストを用いた場

合

（１）大臼歯 点 新）

（２）小臼歯及び前歯 点 新）

２ 直接法

イ ファイバーポストを用いた場

合

（１）大臼歯 点 新）

（２）小臼歯及び前歯 点 新）

ロ その他 点

４．広範囲顎骨支持型装置の適応範囲の拡大

【Ⅲ－８（重点的な対応が求められる分野／イノベーションの適切な評価）－⑦】

新規医療技術の保険導入等（歯科）

骨子【Ⅲ－８ 】

第１ 基本的な考え方

医療の高度化等に対応する観点から、診療報酬調査専門組織の医療技

術評価分科会における検討結果を踏まえ、新規技術の保険導入等を行う。

第２ 具体的な内容

１．レジン前装金属冠の小臼歯への適応範囲の拡大（ブリッジの支台歯に

限る）

新 レジン前装金属冠 小臼歯 点

（ブリッジの支台歯となる第一小臼歯に限る）

算定要件

レジン前装金属冠とは、全部鋳造方式で製作された歯冠修復物の唇面を硬

質レジンで前装したものをいい、臼歯部においてはブリッジの支台歯となる

第一小臼歯に限り認められる。

※現行では前歯部に限定

現 行 改定案

【歯冠形成】

生活歯歯冠形成 金属冠 点

失活歯歯冠形成 金属冠 点

（新設）

【歯冠形成】

生活歯歯冠形成 金属冠 点

失活歯歯冠形成 金属冠 点

臼歯のレジン前装金属冠のため

の歯冠形成は、生活歯の場合 点

を、失活歯の場合 点を所定点数

に加算する。
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れぞれ１回を限度として算定する。 ときに、それぞれ１回を限度とし

て算定する。

【保定装置（１装置につき）】

（新設）

【歯科矯正の床装置修理（１装置につ

き）】 点

（新設）

【歯科矯正診断料】

算定要件

歯科矯正診断料は、歯科矯正を開

始したとき、動的処置を開始したと

き、マルチブラケット法を開始した

とき、保定を開始したとき及び顎切

除等の手術を実施するときに、それ

ぞれ１回を限度として算定する。

【顎口腔機能診断料】

算定要件

顎口腔機能診断料は、歯科矯正を

開始したとき、動的処置を開始した

とき、マルチブラケット法を開始し

たとき、顎離断等の手術を開始した

とき及び保定を開始したときに、そ

⑫偽性低アルドステロン症（ゴードン

症候群）

⑬ソトス症候群

⑭グリコサミノグリカン代謝障害（ム

コ多糖症）

⑮ほか 疾患（略）

【保定装置（１装置につき）】

フィクスドリテーナー 点 新）

【歯科矯正の床装置修理（１装置につ

き）】 点

印象採得、咬合採得は所定点数

に含まれる。

【歯科矯正診断料】

算定要件

歯科矯正診断料は、歯科矯正を

開始するとき、動的処置を開始す

るとき、マルチブラケット法を開

始するとき、保定を開始するとき

及び顎切除等の手術を実施すると

きに、それぞれ１回を限度として

算定する。

【顎口腔機能診断料】

算定要件

顎口腔機能診断料は、歯科矯正

を開始するとき、動的処置を開始

するとき、マルチブラケット法を

開始するとき、顎離断等の手術を

開始するとき及び保定を開始する

【上顎骨形成術】

単純な場合 点

（新設）

【口蓋隆起形成術、下顎隆起形成術】

算定要件

義歯の装着に際して著しい障害

となるような症例に対して、口蓋隆

起又は下顎隆起を切除、整形した場

合に算定する。

【歯科矯正の適応症の拡大及び整理】

①クルーゾン症候群

②尖頭合指症

③先天性ミオパチー

④筋ジストロフィー

⑤頭蓋骨癒合症

⑥６歯以上の非症候性部分性無歯症

⑦下垂体性小人症

⑧ポリエックス症候群（クラインフェ

ルター症候群）

⑨ほか 疾患（略）

【上顎骨形成術】

単純な場合 点

上顎骨を複数に分割して移動さ

せた場合に 点を所定の点数

に加算する。

【口蓋隆起形成術、下顎隆起形成術】

算定要件

次の場合において、口蓋隆起又

は下顎隆起を切除、整形した場合

に算定する。なお、診療録に理由

及び要点を記載すること。

イ 義歯の装着に際して著しい障

害となるような場合

ロ 咀嚼又は発音の際に著しい障

害となるような場合

【歯科矯正の適応症の拡大及び整理】

①（削除）

②（削除）

③先天性ミオパチー（先天性筋ジスト

ロフィーを含む）

④（削除）

⑤頭蓋骨癒合症（クルーゾン症候群、

尖頭合指症を含む）

⑥６歯以上の先天性部分（性）無歯症

⑦成長ホルモン分泌不全性低身長症

⑧（削除）

⑨リンパ管腫

⑩全前脳（胞）症

⑪クラインフェルター症候群

【床副子調整】

１ 睡眠時無呼吸症候群の治療法と

しての咬合床の場合 点

２ 咬合挙上副子の場合 点

（新設）

（新設）

として製作するシーネ（オブチュ

レーター）を、著しく困難なもの

に、腫瘍等により顎骨切除を予定

する患者に対する即時顎補綴装置

を追加。

【床副子調整・修理】

１ 床副子調整

イ 睡眠時無呼吸症候群の治療法

としての咬合床の場合 点

ロ イ以外の場合 点

２ 床副子修理 点（新）

１のロについては、咬合挙上副

子又は術後即時顎義歯の調整を行

った場合に算定する。

２については、同一の患者につい

て１月以内に床副子修理を２回以

上行った場合は、第１回の修理を行

ったときに算定する。

７．その他、口腔機能の回復等に資する処置や手術に関する技術

現 行 改定案

【顎関節授動術】

１ 徒手的授動術（パンピングを併用

した場合） 点

（新設）

２ 顎関節鏡下授動術 点

３ 開放授動術 点

【顎関節授動術】

１ 徒手的授動術

イ パンピングを併用した場合

点

ロ 関節腔洗浄療法を併用した場

合 点 新）

２ 顎関節鏡下授動術 点

３ 開放授動術 点
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２．処方時に後発医薬品の銘柄を記載した上で変更不可とする場合には、

処方せんにその理由を記載する。

【Ⅳ－１ 効率化等による制度の持続可能性の向上／後発医薬品の使用促進等 －④】

一般名処方加算の見直し

骨子【Ⅳ－１ 】

第１ 基本的な考え方

後発医薬品のさらなる使用促進を図るため、後発医薬品が存在する全

ての医薬品を一般名で処方している場合の評価等を新設する。

第２ 具体的な内容

１．後発医薬品が存在する全ての医薬品が一般名処方されている場合の評

価を新設する。

現 行 改定案

【処方せん料】

（新設）

一般名処方加算 ２点

［算定要件］

（新設）

交付した処方せんに１品目でも

一般名処方された医薬品が含まれ

ている場合に算定する。

【処方せん料】

一般名処方加算１ ３点 新

一般名処方加算２ ２点

［算定要件］

一般名処方加算１

交付した処方せんに含まれる医

薬品のうち、後発医薬品が存在する

全ての医薬品が一般名処方されて

いる場合に算定できる。

一般名処方加算２

交付した処方せんに１品目でも

一般名処方された医薬品が含まれ

ている場合に算定する。

算定要件

施設規準に適合した保険医療機関において、有床義歯装着時の咀嚼機能

検査を行った場合に算定する。

１については、有床義歯又は熱可塑性有床義歯を新製する場合において、

新製有床義歯装着日より前及び装着日以後のそれぞれについて、当該検査

を実施した場合に算定する。

１について、新製有床義歯装着日より前に２回以上行った場合は、１回

目の検査を行ったときに限り算定する。

１について、新製有床義歯装着日より後に行った場合は、新製有床義歯

の装着日の属する月から起算して 月以内に限り、月 回を限度として算

定する。

２について、１を算定した患者において、新製有床義歯の装着日の属す

る月から起算して６月以内に限り、月１回を限度として算定する。

２については、１を算定した月は算定できない。

施設基準

当該検査を行うにつき十分な体制が整備されていること。

当該検査を行うにつき十分な機器を有していること。

【Ⅲ－８（重点的な対応が求められる分野／イノベーションの適切な評価）－⑧】

先進医療技術の保険導入（歯科）

骨子【Ⅲ－８ 】

第１ 基本的な考え方

医療の高度化等に対応する観点から、先進医療会議における検討結果

を踏まえ、先進医療の保険導入を行う。

第２ 具体的な内容

有床義歯補綴治療における総合的な咬合・咀嚼機能検査を評価する。

新 有床義歯咀嚼機能検査（１口腔につき）

１ 下顎運動測定と咀嚼能力測定を併せて行う場合（１回につき）

点

２ 咀嚼能力測定のみを行う場合（１回につき） 点

下顎運動測定 咀嚼能力測定
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及
び
医
療
法
第
四
条
の
二
第

一
項
に
規
定
す
る
特
定
機
能
病
院
で
あ
る
も
の

は
、
法
第
七
十
条
第
三
項
に
規
定
す
る
保
険
医

療
機
関
相
互
間
の
機
能
の
分
担
及
び
業
務
の
連

携
の
た
め
の
措
置
と
し
て
、
次
に
掲
げ
る
措
置

を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

一
患
者
の
病
状
そ
の
他
の
患
者
の
事
情
に
応

じ
た
適
切
な
他
の
保
険
医
療
機
関
を
当
該
患

者
に
紹
介
す
る
こ
と
。

二
選
定
療
養
（
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
も

の
に
限
る
。
）
に
関
し
、
当
該
療
養
に
要
す

る
費
用
の
範
囲
内
に
お
い
て
厚
生
労
働
大
臣

の
定
め
る
金
額
以
上
の
金
額
の
支
払
を
受
け

る
こ
と
。
（
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
場
合

を
除
く
。
）

（
領
収
証
等
の
交
付
）

（
領
収
証
等
の
交
付
）

第
五
条
の
二

（
略
）

第
五
条
の
二

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

第
五
条
の
二
の
二

前
条
第
二
項
に
規
定
す
る
厚

（
新
設
）

生
労
働
大
臣
の
定
め
る
保
険
医
療
機
関
は
、
公

費
負
担
医
療
（
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
も
の

に
限
る
。
）
を
担
当
し
た
場
合
（
第
五
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
患
者
か
ら
費
用
の
支
払
を
受

け
る
場
合
を
除
く
。
）
に
お
い
て
、
患
者
か
ら

求
め
が
あ
っ
た
と
き
は
、
正
当
な
理
由
が
な
い

限
り
、
当
該
公
費
負
担
医
療
に
関
す
る
費
用
の

請
求
に
係
る
計
算
の
基
礎
と
な
っ
た
項
目
ご
と

に
記
載
し
た
明
細
書
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

２
前
項
に
規
定
す
る
明
細
書
の
交
付
は
、
無
償

で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
保
険
外
併
用
療
養
費
に
係
る
療
養
の
基
準
等
）
（
保
険
外
併
用
療
養
費
に
係
る
療
養
の
基
準
等
）

第
五
条
の
四

保
険
医
療
機
関
は
、
評
価
療
養
、
第
五
条
の
四

保
険
医
療
機
関
は
、
評
価
療
養
又

患
者
申
出
療
養
又
は
選
定
療
養
に
関
し
て
第
五

は
選
定
療
養
に
関
し
て
第
五
条
第
二
項
の
規
定

条
第
二
項
又
は
第
三
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る

に
よ
る
支
払
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い

支
払
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当

て
、
当
該
療
養
を
行
う
に
当
た
り
、
そ
の
種
類

該
療
養
を
行
う
に
当
た
り
、
そ
の
種
類
及
び
内

及
び
内
容
に
応
じ
て
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る

容
に
応
じ
て
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
基
準
に

基
準
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
か
、
あ
ら

従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
か
、
あ
ら
か
じ
め
、

か
じ
め
、
患
者
に
対
し
そ
の
内
容
及
び
費
用
に

患
者
に
対
し
そ
の
内
容
及
び
費
用
に
関
し
て
説

関
し
て
説
明
を
行
い
、
そ
の
同
意
を
得
な
け
れ

明
を
行
い
、
そ
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な

ば
な
ら
な
い
。

い
。

２
（
略
）

２
（
略
）

（
処
方
せ
ん
の
交
付
）

（
処
方
せ
ん
の
交
付
）

第
二
十
三
条

保
険
医
は
、
処
方
せ
ん
を
交
付
す
第
二
十
三
条

保
険
医
は
、
処
方
せ
ん
を
交
付
す

る
場
合
に
は
、
様
式
第
二
号
又
は
こ
れ
に
準
ず

る
場
合
に
は
、
様
式
第
二
号
又
は
こ
れ
に
準
ず

る
様
式
の
処
方
せ
ん
に
必
要
な
事
項
を
記
載
し

る
様
式
の
処
方
せ
ん
に
必
要
な
事
項
を
記
載
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
（
略
）

２
（
略
）

※
様
式
第
２
号
を
別
添
の
と
お
り
改
正
。
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氏
　

名

都
道

府
県

番
号

点
数

表
番

号
医

療
機

関
コ

ー
ド

変
更

不
可

備
考

２
．
こ
の
用
紙
は
、
日
本
工
業
規
格
 
Ａ
 
列
５
番
を
標
準
と
す
る
こ
と
。

３
．
療
養
の
給
付
及
び
公
費
負
担
医
療
に
関
す
る
費
用
の
請
求
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
5
1
年
厚
生
省
令
第
3
6
号
）
第
１
条
の
公
費
負
担
医
療
に
つ
い
て
は
、
「
保
険
医
療
機
関
」

 
 
と
あ
る
の
は
「
公
費
負
担
医
療
の
担
当
医
療
機
関
」
と
、
「
保
険
医
氏
名
」
と
あ
る
の
は
「
公
費
負
担
医
療
の
担
当
医
氏
名
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

保
 
険

 
者

 
番

 
号

被
保

険
者

証
・

被
保

険
者

手
帳

の
記

号
・

番
号

公
費

負
担

者
番

号

　
　

　
公

費
負

担
医

療
の

　
　

　
受

 
給

 
者

 
番

 
号

調
剤

済
年

月
日

　
　

　
　

　
　

　
・

　
個

々
の

処
方

薬
に

つ
い

て
、

後
発

医
薬

品
（

ジ
ェ

ネ
リ

ッ
ク

医
薬

品
）

へ
の

変
更

に
差

し
支

え
が

あ
る

と
判

断
し

た
場

合
に

は
、

「
変

更
不

可
」

欄
に

「
レ

」
又

は
「

×
」

を
記

載
し

、
「

保
険

医
署

名
」

欄
に

署
名

又
は

記
名

・
押

印
す

る
こ

と
。

平
成

　
　

年
　

　
月

　
　

日

保
険

薬
局

が
調

剤
時

に
残

薬
を

確
認

し
た

場
合

の
対

応
（

特
に

指
示

が
あ

る
場

合
は

「
レ

」
又

は
「

×
」

を
記

載
す

る
こ

と
。

）
□

保
険

医
療

機
関

へ
疑

義
照

会
し

た
上

で
調

剤
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　

□
保

険
医

療
機

関
へ

情
報

提
供

被
扶

養
者

生
年

月
日

明大昭平

患　　者

区
　

分
被

保
険

者

　

保
険

医
療

機
関

の
所

在
地

及
び

名
称

１
．
「
処
方
」
欄
に
は
、
薬
名
、
分
量
、
用
法
及
び
用
量
を
記
載
す
る
こ
と
。

平
成

　
年

　
月

　
日

公
費

負
担

医
療

の
受

給
者

番
号

特
に
記
載
の
あ
る
場
合

を
除
き
、
交
付
の
日
を
含

め
て
４
日
以
内
に
保
険
薬

局
に
提
出
す
る
こ
と
。

電
 
話

 
番

 
号

男
・

女
保

 
険

 
医

 
氏

 
名

交
付

年
月

日

保
険

薬
局

の
所

在
地

 
及

 
び

 
名

 
称

保
険

薬
剤

師
氏

名

処　　　　　　　方

　
年

 
 
月

 
 
日

　

備　　考

　
平

成
　

　
 
年

 
　

　
月

 
　

　
日

処
　
　
　
方
　
　
　
せ
　
　
　
ん

（
こ

の
処

方
せ

ん
は

、
ど

の
保

険
薬

局
で

も
有

効
で

す
。

）

公
費

負
担

者
番

号

様式第二号（第二十三条関係）

処
 
方

 
せ

 
ん

 
の

使
　

用
　

期
　

間

「
変

更
不

可
」

欄
に

「
レ

」
又

は
「

×
」

を
記

載
し

た

場
合

は
、

署
名

又
は

記
名

・
押

印
す

る
こ

と
。

保
険
医
署
名

印

印

別
紙
４

保
険
薬
局
及
び
保
険
薬
剤
師
療
養
担
当
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
厚
生
省
令
第
十
六
号
）

【
平

成
2
8
年

4
月

１
日

施
行

】

改
正

案
現

行

（
患
者
負
担
金
の
受
領
）

（
患
者
負
担
金
の
受
領
）

第
四
条

（
略
）

第
四
条

（
略
）

２
保
険
薬
局
は
、
法
第
六
十
三
条
第
二
項
第
三
２

保
険
薬
局
は
、
法
第
六
十
三
条
第
二
項
第
三

号
に
規
定
す
る
評
価
療
養
、
同
項
第
四
号
に
規

号
に
規
定
す
る
評
価
療
養
又
は
同
項
第
四
号
に

定
す
る
患
者
申
出
療
養
又
は
同
項
第
五
号
に
規

規
定
す
る
選
定
療
養
に
関
し
、
当
該
療
養
に
要

定
す
る
選
定
療
養
に
関
し
、
当
該
療
養
に
要
す

す
る
費
用
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
法
第
八
十
六

る
費
用
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
法
第
八
十
六
条

条
第
二
項
又
は
第
百
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ

第
二
項
又
は
第
百
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

り
算
定
し
た
費
用
の
額
を
超
え
る
金
額
の
支
払

算
定
し
た
費
用
の
額
を
超
え
る
金
額
の
支
払
を

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
領
収
証
等
の
交
付
）

（
領
収
証
の
交
付
）

第
四
条
の
二

（
略
）

第
四
条
の
二

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

第
四
条
の
二
の
二

前
条
第
二
項
に
規
定
す
る
厚

（
新
設
）

生
労
働
大
臣
の
定
め
る
保
険
薬
局
は
、
公
費
負

担
医
療
（
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
も
の
に
限

る
。
）
を
担
当
し
た
場
合
（
第
四
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
患
者
か
ら
費
用
の
支
払
を
受
け
る

場
合
を
除
く
。
）
に
お
い
て
、
患
者
か
ら
求
め

が
あ
っ
た
と
き
は
、
正
当
な
理
由
が
な
い
限
り
、

当
該
公
費
負
担
医
療
に
関
す
る
費
用
の
請
求
に

係
る
計
算
の
基
礎
と
な
っ
た
項
目
ご
と
に
記
載

し
た
明
細
書
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
前
項
に
規
定
す
る
明
細
書
の
交
付
は
、
無
償

で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
通
知
）

（
通
知
）

第
七
条

保
険
薬
局
は
、
患
者
が
次
の
各
号
の
一
第
七
条

保
険
薬
局
は
、
患
者
が
詐
欺
そ
の
他
不

に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
遅
滞
な
く
、
意
見
を

正
行
為
に
よ
り
療
養
の
給
付
を
受
け
、
又
は
受

付
し
て
、
そ
の
旨
を
全
国
健
康
保
険
協
会
又
は

け
よ
う
と
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
意
見
を

当
該
健
康
保
険
組
合
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら

付
し
て
、
そ
の
旨
を
全
国
健
康
保
険
協
会
又
は

な
い
。

当
該
健
康
保
険
組
合
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら

一
正
当
な
理
由
が
な
く
て
、
療
養
に
関
す
る

な
い
。

指
揮
に
従
わ
な
い
と
き
。

二
詐
欺
そ
の
他
不
正
な
行
為
に
よ
り
、
療
養

の
給
付
を
受
け
、
又
は
受
け
よ
う
と
し
た
と

き
。
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別
紙
５

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
る
療
養
の
給
付
等
の
取
扱
い
及
び
担
当
に
関
す
る

基
準
（
昭
和
五
十
八
年
厚
生
省
告
示
第
十
四
号
）

【
平

成
2
8
年

4
月

１
日

施
行

】

改
正

案
現

行

（
一
部
負
担
金
の
受
領
等
）

（
一
部
負
担
金
の
受
領
等
）

第
五
条

（
略
）

第
五
条

（
略
）

２
保
険
医
療
機
関
は
、
法
第
六
十
四
条
第
二
項
２

保
険
医
療
機
関
は
、
法
第
六
十
四
条
第
二
項

第
一
号
に
規
定
す
る
食
事
療
養
（
以
下
「
食
事

第
一
号
に
規
定
す
る
食
事
療
養
（
以
下
「
食
事

療
養
」
と
い
う
。
）
に
関
し
、
当
該
療
養
に
要

療
養
」
と
い
う
。
）
に
関
し
、
当
該
療
養
に
要

す
る
費
用
の
範
囲
内
に
お
い
て
法
第
七
十
四
条

す
る
費
用
の
範
囲
内
に
お
い
て
法
第
七
十
四
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
費
用
の
額
を

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
費
用
の
額
を

超
え
る
金
額
の
支
払
を
、
法
第
六
十
四
条
第
二

超
え
る
金
額
の
支
払
を
、
法
第
六
十
四
条
第
二

項
第
二
号
に
規
定
す
る
生
活
療
養
（
以
下
「
生

項
第
二
号
に
規
定
す
る
生
活
療
養
（
以
下
「
生

活
療
養
」
と
い
う
。
）
に
関
し
、
当
該
療
養
に

活
療
養
」
と
い
う
。
）
に
関
し
、
当
該
療
養
に

要
す
る
費
用
の
範
囲
内
に
お
い
て
法
第
七
十
五

要
す
る
費
用
の
範
囲
内
に
お
い
て
法
第
七
十
五

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
費
用
の
額

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
費
用
の
額

を
超
え
る
金
額
の
支
払
を
、
法
第
六
十
四
条
第

を
超
え
る
金
額
の
支
払
を
、
法
第
六
十
四
条
第

二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
評
価
療
養
（
以
下
「
評

二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
評
価
療
養
（
以
下
「
評

価
療
養
」
と
い
う
。
）
、
同
項
第
四
号
に
規
定

価
療
養
」
と
い
う
。
）
又
は
同
項
第
四
号
に
規

す
る
患
者
申
出
療
養
（
以
下
「
患
者
申
出
療
養
」

定
す
る
選
定
療
養
（
以
下
「
選
定
療
養
」
と
い

と
い
う
。
）
又
は
同
項
第
五
号
に
規
定
す
る
選

う
。
）
に
関
し
、
当
該
療
養
に
要
す
る
費
用
の

定
療
養
（
以
下
「
選
定
療
養
」
と
い
う
。
）
に

範
囲
内
に
お
い
て
法
第
七
十
六
条
第
二
項
に
規

関
し
、
当
該
療
養
に
要
す
る
費
用
の
範
囲
内
に

定
す
る
保
険
外
併
用
療
養
費
算
定
額
を
超
え
る

お
い
て
法
第
七
十
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
保

金
額
の
支
払
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

険
外
併
用
療
養
費
算
定
額
を
超
え
る
金
額
の
支

払
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
保
険
医
療
機
関
の
う
ち
医
療
法
（
昭
和
二
十

（
新
設
）

三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
四
条
第
一
項
に
規

定
す
る
地
域
医
療
支
援
病
院
（
同
法
第
七
条
第

二
項
第
五
号
に
規
定
す
る
一
般
病
床
（
児
童
福

祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）

第
六
条
の
二
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
指
定
発

達
支
援
医
療
機
関
及
び
同
法
第
四
十
二
条
第
二

号
に
規
定
す
る
医
療
型
障
害
児
入
所
施
設
に
係

る
も
の
を
除
く
。
）
の
数
が
五
百
以
上
で
あ
る

も
の
に
限
る
。
）
及
び
医
療
法
第
四
条
の
二
第

一
項
に
規
定
す
る
特
定
機
能
病
院
で
あ
る
も
の

は
、
法
第
七
十
条
第
三
項
に
規
定
す
る
保
険
医

療
機
関
相
互
間
の
機
能
の
分
担
及
び
業
務
の
連

携
の
た
め
の
措
置
と
し
て
、
次
に
掲
げ
る
措
置

を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

一
患
者
の
病
状
そ
の
他
の
患
者
の
事
情
に
応

じ
た
適
切
な
他
の
保
険
医
療
機
関
を
当
該
患

者
に
紹
介
す
る
こ
と
。

二
選
定
療
養
（
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
も

の
に
限
る
。
）
に
関
し
、
当
該
療
養
に
要
す

る
費
用
の
範
囲
内
に
お
い
て
厚
生
労
働
大
臣

の
定
め
る
金
額
以
上
の
金
額
の
支
払
を
受
け

る
こ
と
。
（
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
場
合

を
除
く
。
）

４
保
険
医
療
機
関
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
３

保
険
医
療
機
関
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定

す
る
保
険
医
療
機
関
の
病
棟
に
お
け
る
療
養
の

す
る
保
険
医
療
機
関
の
病
棟
に
お
け
る
療
養
の

給
付
及
び
保
険
外
併
用
療
養
費
に
係
る
療
養
に

給
付
及
び
保
険
外
併
用
療
養
費
に
係
る
療
養
に

関
し
て
前
三
項
の
規
定
に
よ
る
支
払
を
受
け
よ

関
し
て
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
支
払
を
受
け
よ

う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
療
養
の
給
付

う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
療
養
の
給
付

及
び
保
険
外
併
用
療
養
費
に
係
る
療
養
を
行
う

及
び
保
険
外
併
用
療
養
費
に
係
る
療
養
を
行
う

に
当
た
り
、
あ
ら
か
じ
め
、
患
者
に
対
し
そ
の

に
当
た
り
、
あ
ら
か
じ
め
、
患
者
に
対
し
そ
の

受
領
方
法
に
関
し
て
説
明
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

受
領
方
法
に
関
し
て
説
明
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

ら
な
い
。

（
領
収
証
等
の
交
付
）

（
領
収
証
等
の
交
付
）

第
五
条
の
二

（
略
）

第
五
条
の
二

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

第
五
条
の
二
の
二

前
条
第
二
項
に
規
定
す
る
厚

（
新
設
）

生
労
働
大
臣
の
定
め
る
保
険
医
療
機
関
は
、
公

費
負
担
医
療
（
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
も
の

に
限
る
。
）
を
担
当
し
た
場
合
（
第
五
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
患
者
か
ら
費
用
の
支
払
を
受

け
る
場
合
を
除
く
。
）
に
お
い
て
、
患
者
か
ら

求
め
が
あ
っ
た
と
き
は
、
正
当
な
理
由
が
な
い

限
り
、
当
該
公
費
負
担
医
療
に
関
す
る
費
用
の

請
求
に
係
る
計
算
の
基
礎
と
な
っ
た
項
目
ご
と

に
記
載
し
た
明
細
書
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

２
前
項
に
規
定
す
る
明
細
書
の
交
付
は
、
無
償

で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
保
険
外
併
用
療
養
費
に
係
る
療
養
の
基
準
等
）
（
保
険
外
併
用
療
養
費
に
係
る
療
養
の
基
準
等
）

第
五
条
の
四

保
険
医
療
機
関
は
、
評
価
療
養
、
第
五
条
の
四

保
険
医
療
機
関
は
、
評
価
療
養
又

患
者
申
出
療
養
又
は
選
定
療
養
に
関
し
て
第
五

は
選
定
療
養
に
関
し
て
第
五
条
第
二
項
の
規
定

条
第
二
項
又
は
第
三
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る

に
よ
る
支
払
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い

支
払
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当

て
、
当
該
療
養
を
行
う
に
当
た
り
、
そ
の
種
類

該
療
養
を
行
う
に
当
た
り
、
そ
の
種
類
及
び
内

及
び
内
容
に
応
じ
て
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る

容
に
応
じ
て
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
基
準
に

基
準
に
従
う
ほ
か
、
あ
ら
か
じ
め
、
患
者
に
対

従
う
ほ
か
、
あ
ら
か
じ
め
、
患
者
に
対
し
そ
の

し
そ
の
内
容
及
び
費
用
に
関
し
て
説
明
を
行

内
容
及
び
費
用
に
関
し
て
説
明
を
行
い
、
そ
の

い
、
そ
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
（
略
）

２
（
略
）

（
一
部
負
担
金
の
受
領
等
）

（
一
部
負
担
金
の
受
領
等
）

第
二
十
六
条
の
四

（
略
）

第
二
十
六
条
の
四

（
略
）

２
保
険
薬
局
は
、
評
価
療
養
、
患
者
申
出
療
養
２

保
険
薬
局
は
、
評
価
療
養
又
は
選
定
療
養
に

又
は
選
定
療
養
に
関
し
、
当
該
療
養
に
要
す
る

関
し
、
当
該
療
養
に
要
す
る
費
用
の
範
囲
内
に

費
用
の
範
囲
内
に
お
い
て
法
第
七
十
六
条
第
二

お
い
て
法
第
七
十
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
保

項
に
規
定
す
る
保
険
外
併
用
療
養
費
算
定
額
を

険
外
併
用
療
養
費
算
定
額
を
超
え
る
金
額
の
支

超
え
る
金
額
の
支
払
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

払
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

る
。

（
領
収
証
等
の
交
付
）

（
領
収
証
の
交
付
）

第
二
十
六
条
の
五

（
略
）

第
二
十
六
条
の
五

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

第
二
十
六
条
の
五
の
二

前
条
第
二
項
に
規
定
す

（
新
設
）

る
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
保
険
薬
局
は
、
公

費
負
担
医
療
（
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
も
の

に
限
る
。
）
を
担
当
し
た
場
合
（
第
二
十
六
条

の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
患
者
か
ら
費
用
の

支
払
を
受
け
る
場
合
を
除
く
。
）
に
お
い
て
、

患
者
か
ら
求
め
が
あ
っ
た
と
き
は
、
正
当
な
理

由
が
な
い
限
り
、
当
該
公
費
負
担
医
療
に
関
す

る
費
用
の
請
求
に
係
る
計
算
の
基
礎
と
な
っ
た

項
目
ご
と
に
記
載
し
た
明
細
書
を
交
付
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

２
前
項
に
規
定
す
る
明
細
書
の
交
付
は
、
無
償

で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
通
知
）

（
通
知
）

第
二
十
九
条

保
険
薬
局
は
、
患
者
が
次
の
各
号
第
二
十
九
条

保
険
薬
局
は
、
患
者
が
偽
り
そ
の

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
遅
滞
な

他
不
正
の
行
為
に
よ
り
療
養
の
給
付
及
び
保
険

く
、
意
見
を
付
し
て
、
そ
の
旨
を
当
該
患
者
の

外
併
用
療
養
費
に
係
る
療
養
を
受
け
、
又
は
受

居
住
地
を
管
轄
す
る
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

け
よ
う
と
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
意
見
を

合
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

付
し
て
、
そ
の
旨
を
当
該
患
者
の
居
住
地
を
管

一
正
当
な
理
由
な
し
に
療
養
の
給
付
又
は
保

轄
す
る
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
通
知
し

険
外
併
用
療
養
費
に
係
る
療
養
に
関
す
る
指

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

示
に
従
わ
な
い
と
き
。

二
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
っ
て
療
養

の
給
付
又
は
保
険
外
併
用
療
養
費
の
支
給
を

受
け
、
又
は
受
け
よ
う
と
し
た
と
き
。

別
紙
７

厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
評
価
療
養
及
び
選
定
療
養
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
九
十
五

号
）

【
平

成
2
8
年

4
月

１
日

施
行

】

改
正

案
現

行

第
一
条

健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七

十
号
）
第
六
十
三
条
第
二
項
第
三
号
及
び
高
齢

者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十

七
年
法
律
第
八
十
号
。
以
下
「
高
齢
者
医
療
確

保
法
」
と
い
う
。
）
第
六
十
四
条
第
二
項
第
三

号
に
規
定
す
る
評
価
療
養
は
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
も
の
と
す
る
。

五
医
薬
品
医
療
機
器
等
法
第
二
十
三
条
の
二

五
医
薬
品
医
療
機
器
等
法
第
二
十
三
条
の
二

の
五
第
一
項
又
は
第
二
十
三
条
の
二
の
十
七

の
五
第
一
項
又
は
第
二
十
三
条
の
二
の
十
七

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
を
受
け
た
者
が

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
を
受
け
た
者
が

製
造
販
売
し
た
当
該
承
認
に
係
る
医
療
機
器

製
造
販
売
し
た
当
該
承
認
に
係
る
医
療
機
器

又
は
体
外
診
断
用
医
薬
品
（
別
に
厚
生
労
働

（
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
を
除

大
臣
が
定
め
る
も
の
を
除
く
。
）
の
使
用
又

く
。
）
の
使
用
又
は
支
給
（
別
に
厚
生
労
働

は
支
給
（
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
施

大
臣
が
定
め
る
施
設
基
準
に
適
合
す
る
病
院

設
基
準
に
適
合
す
る
病
院
若
し
く
は
診
療
所

若
し
く
は
診
療
所
又
は
薬
局
に
お
い
て
保
険

又
は
薬
局
に
お
い
て
保
険
適
用
を
希
望
し
た

適
用
を
希
望
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
二
百
四

日
か
ら
起
算
し
て
二
百
四
十
日
以
内
に
行
わ

十
日
以
内
に
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）

れ
る
も
の
に
限
る
。
）

第
一
条
の
二

健
康
保
険
法
第
六
十
三
条
第
二
項
（
新
設
）

第
四
号
及
び
高
齢
者
医
療
確
保
法
第
六
十
四
条

第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
患
者
申
出
療
養

は
、
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
患
者
申
出

療
養
（
当
該
療
養
を
適
切
に
実
施
で
き
る
も
の

と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
に
個
別
に
認
め
ら
れ
た

病
院
又
は
診
療
所
に
お
い
て
行
わ
れ
る
も
の
に

限
る
。
）
と
す
る
。
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別
紙
８

保
険
外
併
用
療
養
費
に
係
る
療
養
に
つ
い
て
の
費
用
の
額
の
算
定
方
法
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告

示
第
四
百
九
十
六
号
）

【
平

成
2
8
年

4
月

１
日

施
行

】

改
正

案
現

行

別
表
第
一

別
表
第
一

医
薬
品
、
医
療
機
上
欄
の
診
療
の
う
ち
検

医
薬
品
、
医
療
機
上
欄
の
診
療
の
う
ち
検

器
等
の
品
質
、
有
査
、
画
像
診
断
、
投
薬
及

器
等
の
品
質
、
有
査
、
画
像
診
断
、
投
薬
及

効
性
及
び
安
全
性
び
注
射
に
係
る
診
療
（
投

効
性
及
び
安
全
性
び
注
射
に
係
る
診
療
（
投

の
確
保
等
に
関
す
薬
及
び
注
射
に
係
る
診
療

の
確
保
等
に
関
す
薬
及
び
注
射
に
係
る
診
療

る
法
律
（
昭
和
三
に
あ
っ
て
は
、
当
該
治
験

る
法
律
（
昭
和
三
に
あ
っ
て
は
、
当
該
治
験

十
五
年
法
律
第
百
の
対
象
と
さ
れ
る
薬
物
の

十
五
年
法
律
第
百
の
対
象
と
さ
れ
る
薬
物
の

四
十
五
号
。
以
下
予
定
さ
れ
る
効
能
又
は
効

四
十
五
号
。
以
下
予
定
さ
れ
る
効
能
又
は
効

「
医
薬
品
医
療
機
果
と
同
様
の
効
能
又
は
効

「
医
薬
品
医
療
機
果
と
同
様
の
効
能
又
は
効

器
等
法
」
と
い
果
を
有
す
る
医
薬
品
に
係

器
等
法
」
と
い
果
を
有
す
る
医
薬
品
に
係

う
。
）
第
二
条
第
る
診
療
に
限
る
。
）
を
行

う
。
）
第
二
条
第
る
診
療
に
限
る
。
）
を
行

十
七
項
に
規
定
す
わ
な
い
も
の

十
七
項
に
規
定
す
わ
な
い
も
の
。
た
だ
し
、

る
治
験
（
人
体
に

る
治
験
（
人
体
に
医
薬
品
医
療
機
器
等
法
第

直
接
使
用
さ
れ
る

直
接
使
用
さ
れ
る
八
十
条
の
二
第
二
項
に
規

薬
物
に
係
る
も
の

薬
物
に
係
る
も
の
定
す
る
自
ら
治
験
を
実
施

に
限
り
、
医
薬
品

に
限
る
。
）
に
係
し
よ
う
と
す
る
者
に
よ
る

医
療
機
器
等
法
第

る
診
療

治
験
に
係
る
診
療
に
あ
っ

八
十
条
の
二
第
二

て
は
、
上
欄
の
診
療
の
う

項
に
規
定
す
る
自

ち
投
薬
及
び
注
射
に
係
る

ら
治
験
を
実
施
し

診
療
（
当
該
治
験
の
対
象

よ
う
と
す
る
者
に

と
さ
れ
る
薬
物
の
予
定
さ

よ
る
も
の
を
除

れ
る
効
能
又
は
効
果
と
同

く
。
）
に
係
る
診

様
の
効
能
又
は
効
果
を
有

療
す
る
医
薬
品
に
係
る
診
療

に
限
る
。
）
を
行
わ
な
い

も
の
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